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まえ が き 


本 書 の 正式 名 称 は 、「 ル ー ン ワー ス 『 黒 衣 の 貴公子 』」 ア ー タ ハン ドブ ッ ク 」 と 言い 
ます 。 と は 言っ て も 、『 ル ー ン ワー ス 」 と いう 広大 か つ 深 淵 な る 世界 を すべ て 、 一 
冊 に 詰め 込む こと は 、 到 底 不 可能 で す 。 ま た 今回 の ゲー ム 進 行 に 関わ る 詳細 事項 
に 扱 れる こと は 、 実 際 の ゲー ム の プレ イ 意 欲 に 支障 を 来たす こと に も な り ま す 。 

し か し な が ら 制 作者 と し て は 、 ゲ ー ム を 十 二 分 に 楽し ん で も ら う た め に は 、 ま 
ず こ の 世界 の 全体 像 を 把握 し 、 理 解 し て いた だ く こ と が 必要 不可 欠 で ある と 認識 
し まし た 。 ゆ え に 、『 ル ー ン ワー ス 』 世 界 の アー タ を この よう な 形 で 、 で きる 限り 
表現 ・ 江 縮 し た の で す 。 

ルー ン ワ ー ス 」 の 基本 的 デー タ は 、 お お よそ 本 書 で 分 か っ て いた だ ける の で は な 
いか が と 思い ます 。 よ ろ し く ご 活用 くだ さい 。 

そし て 、 実 際 に ゲー ム を プレ イ し て みて 、 ま た 本 書 を 見 て みて 、「 ル ー ン ワー ス ,」 
に 対す る ご 意見 、 ご 感想 な ど が あり まし た ら 、 ぜ ひ 当 社 宛 に 送っ て くだ さい 。 返 
事 な ど な か な か で きま せん が 、「T&E マ ガ ジ ン 」 誌 上 等 で ご 回 答 さ せ て いた だ きた 
いと 堪 MAW ま す 。 よい アイ デア 、。 こ こ を こう し て ほし いと か ご こう いう スト ー リ ー 
展開 が 美しい と か 、 バ ラ エ ティ ー に お 寄せ くだ さい 。 

TESOFT の 新しい ARPG「 ル ー ン ワー ス 」。 皆 さん の パワ ー で 、 盛り 上 げ て く < 
だ さい 。 


文 文 文 


本 書 の 内 容 は 、 第 一 章 「 ル ー ン ワー ス ワー ルド 」、 第 二 章 「『 黒 衣 の 貴公子 」 プ ロ 
ロー グ 」、 第 三 章 「 メ イン キャ ラク ター ガイ ド 」、 第 四 章 「 モ ンス ター ガイ ド 」、 
第 五 章 「 ア イ テ ム ガイ ド 」 の 五 部 で 構成 され て いま す 。 

第 一 草 は 、『 ル ー ン ワー ス 。』 世 界 の 全体 を 細か く 記 し た ワー ルド ・ ガ イド 。 今 回 
の 「 黒 衣 の 貴公子 」 に は 無い 事柄 や 設定 も 当然 あり ます 。 

第 一 章 以 降 が 、 今 回 の 「 黒 衣 の 貴公子 」 の デー タ を 掲載 し て いま す 。 文 字 ど お り .、 
スト ー リ ー の 発端 か ら 、 主 人 公 を 中 心 と する メイ ン キ ャ ラク ター の 紹介 、 敵 キャ 
フク ター( す べ て で は あり ませ ん 。) の 紹介 ・ 解 説 、 さ ら に アイ テム の 紹介 も 行っ て 
いま す 。 
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神々 の 誕生 

絶対 神 イ アテ ィ ル ス が 、 は じ め て ルー ン ワ ー 
ス の 地 に 降り 立っ た 時 、 世 界 は 静か な 眠 り に つ 
SE MY だ 。 

イア ティ ルス の 降臨 を 讃え る も の は 何 も な く 、 
た だ 原初 存在 ・ ル ー ン ワー ス だ けが そこ に 在 っ 
Fe 

まず 最初 に イア ティ ルス が 行っ た こと は 、 彼 
に 仕え る 従属 神 た ち を 生み 出す こと で あっ た 。 
ルー ン ワ ー ス の 外界 より 一 筋 の 光 を 採り 入れ 
た イア ティ ルス は 、 そ の 光 を 額 に 受け て 風神 ・ 
フェ ムリ ュー を 、 手 の 平 で 水神 ・ ク ゥ イン タッ 
ト を 、 胸 で 地 神 ・ ゲ ン パ ダル を 、 眼 球 で 火 神 ・ 
ジェ イガ ム の 四聖 天 を 生み 出し た 。 

つづ いて 、 光 を 取り 入れ た 方 向 を 東 と 定め 、 
それ より 順に アウ ント ゥ ム 、 セ ペ ス マ イダ 、 チ 
ェ ン バス 、 カ ンカ ー ル 、 ベ トウ ゥ ウム ヌ ウ 、 カ ル ハ 
ニム ス 。 レ ン テ ポ ナン 、 イ エン ダリ ュ の 導 聖 守 
神 を 創り 揃え た 。 

だ が この 時 、 イ アテ ィ ル ス が 外界 より 取り 込 
ん だ 光 は 、 彼 の 背後 に 聞 を 呼び 込み 、 混 神 ・ 
ガル ラス ー ン を 誕生 させ て し まっ た 。 


天地 創造 


つぎ に 絶対 神 イ アテ ィ ル ス は 、 自 ら が 統べる 
べき 世界 の 創造 に 着手 し た 。 

イア ティ ルス は 、 懐 ろ みよ り 《 ア ン デ ィ ウ ス の 尺 
布 》 と 呼ば れる 一 枚 の 布 を 取り 出し 、 そ の 端 を 四 


聖天 に 持た せ た ま ま 、 四 方 に 大 きく 拡げ させ た 。 


ヵ 


? シル, 


そし て 、 イ アテ ィ ル ス が 、 そ の 拡げ た 布 の 所 々 
を 摘み 押さ える と 、 大 地 は 徐々 に その 姿 を 現し 
で 75。 

ある 程度 の 形 が 整っ た と ころ で 今度 は 、 自 身 
の 右手 親指 を 噛み 切り 、 溢 れ 出 た 血 を その まま 
布 の 上 に 滴 ら せ た 。 

布 の 上 に 拡がっ た 血 は 、 み る みる うち に 海 と 
な り 大 地 を 潤し 、 つ い に イ ア = テ ルー ン ワ ー ス が 
誕生 し た 。 


この 時 、 四 聖天 た ち が 漏 らし た 感嘆 の 吐息 は 、 


多く の 生命 の 種子 を 育ん だ まま 全 世 界 へ と 拡 が 
り 、 イ アニ ルー ン ワ ー ス に お ける 生命 の 祖 と な 


つた 。 


@ 黄 比 の 時 代 


イア = ニル ー ン ワー ス の 創造 を 目の当たり に し 
た 混 沖 神 ガ ル ラ スー ン は 、 な ん と か し て その 美 
し い 世 界 を 我 が 手 中 に 収め た いと 考え る よう に 
Ko だ 

し か し 世界 は 、 和 八 聖 宮 神 た ちの 厳し い 監視 に 
よっ て 守護 され て いる た め 、 絶 対 神 イ アテ ィ ル 
ス と 同等 の 力 を 持つ ガル ラス ー ン と いえ ども 辻 
賠 に 手 を 田 す こと が で き な か っ た 。 

そこ で ガル ラス ー シ は 、 か つて イア デア ティ ルズ 
が そう し た よう に 、 ル ー ン ワー ス の 外界 か ら 間 
を 採り 入れ て 、 自 身 の 力 が 及ぶ 世界 を 生み だ そ 
9 だ > 

と ころ が 、 ガ ル ラ スー ン が 持ち 込ん だ 聞 は 、 
イア = ニル ー ン ワー ス に 予想 外 の 災厄 を も た ら す 
所 が っ し まう 。 

光 と 痢 と いう 相反 する 性 質 が 同 次 元 に 存在 す 
る と いう 矛盾 は 、 イ アニ ルー ン ワ ー ス の 因果 律 
を 狂わ せ 、 あ ら ゆ る も の の 存在 を 崩壊 させ 始め 
だ の だ 。 

後に 、 こ の 時 代 を 《 黄 費 の 時 代 》 と 呼ぶ よう に 
な る 。 
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⑩⑤ サ ンタ リル ム 議 定 

イア = テル ー ン ワー ス の 加速 度 的 な 崩壊 に 慌て 
た イア ティ ルス と ガル ラス ー ン は 、 世 界 の 中 心 
地 と 呼ば れる 《 サ ンタ リル ム の 間 》 に 神々 を 集め 、 
事態 収拾 の た め の 会議 を 開い た 。 

まず イア ティ ルス は 、 混乱 の 源 で ある 光 と 闇 
を 二 つ に 封じ 分 け 、 世 界 の 崩壊 を 食い 止め る こ 
と を 提案 し た 。 

これ に は 、 ガ ル ラ スー ン を 含む すべ て の 神々 
が 贅 同 の 意 を 示し た 。 

だ が 、 い か に イア ティ ルス と いえ ど 、 光 と 闇 
の 二 つ の カカ を 制御 する こと は 困難 な た め 、 光 の 
カカ は イア ティ ルス が 、 聞 の 力 は ガル ラス ー ン が 、 
それ ぞ れ 受け 持つ こと と な っ た 。 

これ より 、 ガ ル ラ スー ン が 闇 の 力 を 抑え て い 
る 間 は 昼 、 逆 に イア ティ ルス が 光 の 力 を 抑え て 
いる 間 は 夜 と いう 形 で 、 イ アニ ルー ン ワ ー ス の 


⑳ 和 神々 の 体系 


イア ティ ルス 
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二宮 神 (東南 ) 
三宮 神 ( 南 ) 
四宮 神 ( 南 西 ) 
五 宮 神 ( 西 ) 
六 宮 神 (西北 ) 
七 宮 神 ( 北 ) 
八 宮 神 (北東 ) 


ガル ラス ー ン 混 沖 神 (闘神 ) 


ウィ ル ・ ポ ボー 時 間 神 


いた 522 まく 5 人 
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世界 に 昼夜 の 概 休 が 生ま れ た 。 

そし て 今度 は ガル ラス ー ン より 、 イ ア = ニ ルー 
ン ワ ー ス の 平等 な 統治 の 監視 者 と し て 、 時 間 神 
の 創造 が 提案 され た 。 

当然 の こと な が ら 、 真 の イア = ニル ー ン ワー ス 
の 統治 者 で ある イア ティ ルス は 不満 を 漏らし た 
が 、 実 質 上 、 ガ ル ラ スー ン の 協力 な し に 世界 を 
維持 する こと は 不可 能 な た め 、 こ の 申し 入れ を 
受け 入れ ざる を 得 な か っ た 。 

イア ティ ルス と ガル ラス ー ン は 、 各 々 が 一 つ 
ずつ 取り だ し た 眼球 に 光 と 聞 の 力 を 与え 、 時 間 
神 ウ ィ ル ・ ポ ー を 生み 出し た 。 

時 間 神 ウィ ル ・ ポ ボー は 、 何 者 に も 拘束 され な 
い 和 目 由 な 立場 と 能力 を 保証 され 、 イ アテ ィ ル ス 
ど と ガル ラス ー ン の カ の パラ ンス 、 つ まり 時 の 流 
れ の 監視 者 と な っ た 。 

ウィ ル ・ ポ ボー の 誕生 に より 〈《 黄 費 の 時 代 》 は 
幕 を 下ろ し た 。 


【 大 聖天 】 


【 八 聖 宮 神 】 


SG 名 Sc っ 名 Sc っ 名 Sc の 名 と と と パシ ムル パシ シル 。 ペー シル ペー ハシ ぺー シ 
補 で DS 聞 で 9 溢 6 評議 69 大 で 9 計 6 9 G 5 誠 で 5 G 9 療 G 9 鐘 辻 6 9 鐘 辻 6 5 多 辻 c 9 鐘 腔 6 9 


り り 


や 2 こい を NZ 


シュ シュ シュ ルーシ と と パシ と 。 NN と (っ と っ る 
輝 e 9 9 凌 G 9 辻 6 9 多 6 9 鐘 G 9 補 辻 6 9 鐘 凌 6 9 欠 辻 G 9 穴 凌 6 9 多 凌 6 9 鐘 G 5 府 深 G 9 


⑩ 神 々 の 素顔 


イア ティ ルス 


ブ プ ェ ムリ ュー 


クウ イン タッ ト 


ゲン パ ダ ル 


ジェ イガ ム 


アウ ント ウム 


セ ベ スマ イダ 


チェ ン バ ス 


カン カー ル 


ベト ウム ヌ ウ 


旋 比 ハニ ム ス 


レン テ ポ ボナ ン 


いい 
浸 C 5 腔 で 5 深 で 


: 絶対 神 。 イ アニ ルーン ワー 


ス の 創造 神 。 天空 の ルー ン 
を 司る 神 。 イ アニ ルー ン ワ 
ー ス の 理 を 定め る 。 

【 象 徴 】 太 陽 、 光 、 昼 、 善 良 、 


: 風 の ル ー ン を 司る 神 。 


【 象 徴 】 変 化 、 力 、 分 裂 、 獣 、 
狂 戦 士 


: 水 の ル ー ン を 司る 神 。 


【 象 徴 】 知 恵 、 精 神 、 真 実 、 
精 吉 、 竜 


: 地 の ル ー ン を 司る 神 。 


【 象 徴 】 安 定 、 豊 鉄 、 協 調 、 
植物 、 王 


・ 火 の ルー ン を 司る 神 。 


【 象 徴 】 愛 、 熱 、 虚 偽 、 人 、 
宮 戦 士 


・ 一宮 神 。 東 の ルー ン を 守る 


神 。 
【 象 徴 】 新 生 、 赤 子 、 生 命 


: 二宮 神 。 東南 の ルー ン を 守 


る 神 。 
【 象 徴 】 法 、 賢 者 、 魔 術 


:・ 三宮 神 。 南 の ルー ン を 守る 


神 。 
【 象 徴 】 美 、 妊 婦 、 富 


: 四宮 神 。 南西 の ルー ン を 守 


る 神 。 
【 象 徴 】 理 性 、 女 性 、 実 体 


5 五 宮 神 。 西 の ル ー ン を 守る 


神 。 
【 象 徴 】 不 死 、 霊 体 、 寿 命 


: 六 宮 神 。 西北 の ルー ン を 守 


る 神 。 


【 象 徴 】 無 秩序 、 次 人 、 呪 い 


: 七 宮 神 。 北 の ル ー ン を 守る 


神 。 


ノノ 半 いく 
り DS G 59 評 深 で 9 誠 で 9 計 G 5 


7 


イェ ンダ リュ 


ガル ラス ー ン 


ウィ ル ・ ポ ボー 


シル 、%。 と シ , 
Se 当 で 9 深 で 


ルル 
DS 深 C 9 で 9 


7 


【 象 徴 】 清 浄 、 処 女 、 治 癒 


: 八 宮 神 。 北東 の ルー ン を 守 


る 神 。 
【 象 徴 】 感 情 、 男 性 、 幻 影 


: 混 没 神 。 聞 の ルー ン を 司る 


神 。 絶対 神 イ アテ ィ ル ス の 
影 か ら 生 まれ た た め 、 イ ア 
ティ ルス と 同等 の 力 を 有 す 
る 。 
【 象 徴 】 月 、 聞 、 夜 、 邪 悪 、 
死 


: 時 間 神 。 時 の ルー ン を 司る 


神 。 イ アテ ィ ル ス と ガル ラ 
スー ン の 眼球 より 創 ら れ た 。 
過去 ・ 現 在 ・ 未 来 の すべ て 
を 認識 する こと が で き 、 過 
去 を 知る た め の 緑 色 の 右目 
と 、 未 来 を 知る た め の 青 色 


の 左目 を 持つ 。 
【 象 徴 】 時 間 、 平 等 、 両 性 具 
有 、 解 放 、 黄 人 幽 


ヵ 


ルル ペー シル , . 
SS C 5 央 G 5 深 


もの 5 アノ 2 の 人 155 
深 G 9 辻 G 9 鐘 で 9 鐘 で 9 多 G 9 G 9 央 6 5 多 送 6 9 


ペー シレ ペー ニル シ 。 パー ニシ 。 ペー ニシ 、 ペ ペー ニシ ペー ニシ ペペ ーー シル, 
当 C 9 寺 で 5 深 で 5 評 凌 で 9 雪 で 5 深 で 5 凌 で 9 度 骨 で 9 


1 


⑨ 半 伸 


ジ ・ ズ スズ 
フェ ッ ト ウ イ 
ドー トス ルフ 


く 


・ イ アテ ィ ル ス の 降臨 以前 に 、 


ルー ン ワ ー ス を 支配 し て い 
た と 言わ れる 神 。 ドー トス 
ルフ と の 最終 戦争 の 後 、 突 
然 ル ー ン ワー ス 界 より 去る 。 
能力 的 に は イア ティ ルス に 
も 勝る と も 劣ら な い 。 


ジッ イア ディ ルス ヤジ スズ より 


も 高 次 な 存在 。 ル レーン ワー 
ス そ の も の と 呼ば れ て いる 。 
その 力 は イア ティ ルス を 遥 
か に 潜 い で いる 。 ガ ウミ ド 
ル 洋 の 海底 深く に フェ ッ ト 
ゥ イ を 替 る 神殿 が ある 。 


: ルー ン ワ ー ス 界 に お ける 暴 


虐 な 行動 を フェ ッ ト ゥ イ と 
ジ ・ ス に を が め ら れ 、 ル ー 
ン ワ ー ス か ら 追 放さ れ た 神 。 
し か し 、 ド ー ト スル フ が 封 
され た 多 次 元 界 に 歪み が 
生じ 、 現 在 再び 復活 を 狙っ 
で Cy る 。 


シシ ペル シ 。 、N。 と と と 
深 G 95 凌 G 9 芝 G 5 府 聞 6 9 凌 G9 凌 で 5 芝 


⑳⑩ ルーン リー ス の 世界 件 


ルー ン ワ ー ス は 光 と 間 の 境界 に 存在 する 。 世 
界 は 虚空 環 と 呼ば れる 膜 に よっ て 被 わ れ 、 光 と 
間 の 影響 か ら 完 全 に 邦 ら れ て いる 。 虚空 環 の 内 
側 に は 、 風 環 と 言う も の が 浮か び 、 そ の 中 て で 水 
環 が 無限 の 水 を た た えて いる 。 そ し て 、 水 環 の 
中 央 に は 火 環 が 地 環 を 支え る よう な 形 で 存在 し 
て いる 。 

一 般 的 に 、 虚 空 環 の 内 側 を ルー ン ワ ー ス と 呼 
び 習 わし 、 風 環 の 内 側 は 、 そ の 時 々 の 支配 神 の 
名 前 が つけ られ る 。 現在 は 、 イ アテ ィ ル ス の 支 
配下 に ある の で 「 イ ア = テ ルー ン ワ ー ス 」 と 呼ば 
に で し Y の 5 

イア ティ ルス を 始め と する 神々 は 、 虚 空 環 と 
風 環 の 間 の 空間 に 住ん 人 で いる 。 こ の 空間 は 、 神 々 
が 存在 する た め に 必要 な 《 セ イル 〉》 と 呼ば れる 
元素 に 満ち て お り 、 そ の 量 は 無限 で ある 。 神々 
は 、 基 本 的 に は その 空間 に 住ん で いる が 、 ごく 
まれ に 風 環 の 内 側 に も 現れ る こと が ある 。 

風 環 の 内 側 に は 、 神 に よっ て 創造 され た 世界 
が 拡がっ て いる 。 この 世界 は 、 人 間 を 含め た さ 
ま ざ ま な 生物 が 生活 し て いる 。 この 風 環 の 内 側 
は 輸 廻 の 法則 に よっ て 縛ら れ て お り 、 神 さえ も 
その 例外 で は な い 。 逆 に 言え ば 、 風 環 の 外側 は 
永遠 の 生命 に 満ち 溢れ て いる と 言う こと で ある 。 


クジ ルク > と パン 
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谷本 いた 生生 
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ここ ここ ここ ルル 
SS 雪 C 9 地 G 9 深 で 5 深 で 5 江 


ベル シ 。 パール シ 。 ペー ニシ ペー ニシ ペー ニシ 。 ペー ニシ ペー ニシ ペール シ 。 ペー ュー ル シ , < 
6 9 G 5S 寺 6 59 謙 で 5 凌 C 9 評 で 5 度 深 G 5 評 凌 で 5 度 凌 G 5 江 立 で 9 


《 % % う く レ 《 う く % リ 4 う 《 リノ 4 う % う 4 り 《 
居 G 9 受 e 9 計 送 6 9 を 送 6 9 終 6 9 放 居 6 9 衝 居 6 5 放 居 6 9 多 腔 6 9 多 居 で 9 腔 6 9 族 誠 6 9 放 誠 e 5 


⑳ 神 々 と 人 


神々 が 生物 を 創り た も うた 時 、 そ の 根本 意識 
に 神 の 存在 を 植え 付け た 。 生 物 は 生ま れ な が ら 
に し て 神々 の 存在 を 知り 、 そ れ へ の 明 怖 を 絶 や 
すこ と は な い 。 し か し 、 ほ ん の 一 撮り の 生物 《 人 
や 亜人 な ど 》 は 、 自 我 意識 の 目覚 め に より 根本 
意識 の 鎖 を 断ち 切 ろ うと し て いる 。 

神々 が 、 戯れ に その 姿 を 現す 時 、 世 界 に 重大 
な 変化 が 起こ る と され て いる 。 それ は 、 戦 乱 や 
天災 の 前 触れ 、 あ る い は 英雄 の 出現 で ある こと 
が 多い 。 

た だ し 、 神 々 は よほど の こと が な い 限 り 、 直 
接 風 環 の 内 側 に 現れ る こと は な い 。 た いて い は 、 
実体 の な い 精 霊 の 形 で 現れ た り 、 生 物 に ひょう 
依 し た り し て その 力 を 行使 する 。 


神々 と 異 神 


神々 (この 場合 は イア ティ ルス と その 従属 神 ) 
は 、 ど こ か 別 の 時 空間 か ら 原 初 存在 ル ー ン ワー 
ス へ 現れ た と され て いる 。 つ まり 、 神 々 と 同等 
の 力 を 有する 異 神 が この ルー ン ワ ー ス に 現れ て 
いて も 不思議 で は な い 。 ジ ・ ス や ドー トス ルフ 
と 呼ば れる 異 神 が 、 か つて ルー ン ワ ー ス に 存在 
し て いた こと は 、 古 代 の 大 導 士 達 に よっ て 確認 
され て いる 。 

神々 は 永遠 の 存在 を 保証 され て お り 、 な に 不 
自由 無い 生活 を 送っ て は いる が 、 神 と は 言い な 
が ら も 、 い まだ 欲望 か ら 脱し きれ て いな い 存 在 
で ある 。 故 に 、 神 々 同士 の 難 権 争い も 存在 する 
わけ で ある 。 

た と えば 、 先 の ジ ・ ス と ドー トス ルフ も 世界 
を 賭け た 大 戦争 を 起こ し 、 そ の 結果 、 ド ー ト ス 
ルフ は ジ ・ ス に 破れ 、 虚 空 環 の 外側 に 封じ 込め 
られ た 。 そ し て 、 従 属 神 を 全て 失っ た ジ ・ ス も 
虚空 環 の どこ か へ 消え 去っ た と 言う 。 


《 2 % レ % 《 う 《 2 《 《 う 4 《 2 4 《 レ 《 う 《 レ N 2 
人 


《 メ ル サ ー ド 大 陸 の 外観 


ルー ン ワ ー ス 世界 に お ける 唯一 の 既知 大 陸 が 、 
この メル サー ド 大 陸 で ある 。 

大 陸 は 、 ウ ェ ー デ ル 山 脈 、 エ ル マ デ ィ ン 山 上 豚 
と いう 二 大 山脈 に よっ て 南北 に 分 けら れ て いる 。 
東 は サン サド ー ム 海 、 西 は ガウ ミド ル 洋 に 面 し 
eo 

北 メ ル サ ー ド は 、 中 心 を ほぼ 二分 する 形 で 赤 
道 が 走っ て いる た め 、 熱 当 、 亜 熱帯 の 気候 が 主 
と な っ て いる 。 特に エル マデ ィ ン 山 脈 の 北側 は 、 
広大 な ザイ オム ー ン 砂漠 が 拡がっ て お り 、 南 北 
を 陸路 で 行き 来 す る 旅人 た ち を 苦し め る 難所 と 
し て 有名 で ある 。 

南 メ ル サ ー ド は 、 そ の 中 央 部 に ユ フ ォ ー ン 湖 、 
ワウ スゴ ルム 大 森林 を 抱き 、 温 暖 で 住み 心地 の 
よい 土地 で ある 。 メ ル サ ー ド 大 陸 の 文化 は 、 主 
に この 南 メ ル サ ー ド を 中 心 に 発展 し て いる 。 

北 メ ル サ ー ド の 西側 に は 、 チ ェ リ ナム 島 、 カ 
ー ス パル 島 、 ケ リア ス 諸 島 と いっ た 島々 が 存在 
し て いる 。 これら の 島々 は 、 も と も と は メル サ 
ー ド 大 陸 の 一 部 だ っ た も の が 、 な ん ら か の 理由 
(一 説 に は 、 神 々 の 間 で 起こ っ た 戦い が 原因 と 
いう 説 も ある ) で 沈み 、 出 来 上 が っ た と 言わ れ 
MV な 。 

また 、 サ ン サ ドー ム 海 に 浮か ぶ シ シリ ス 列 島 
は 、 島 全体 が 巨大 な 瑞 坦 礁 で 造ら れ た 大 変 美 し 
い 島 々 で ある 。 

メル サー ド 大 陸 の 南端 に は 、 シ ー ン トリ プ 氷 
河 と 呼ば れる 巨大 な 氷河 地帯 が 存在 する 。 し か 
し 、 そ の 過酷 な 気象 は 人 々 の 進出 を 固く 拒ん で 
いる 。 
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《 メ ル サ ー ド 大 陸 の 主要 地勢 》 


シェ ル メ ー ル 平原 : 
デイ ミッ ツ 人 草原 


ドー ネル 高地 
ライ ワッ ト 渓 谷 


ワウ スゴ ルム 大 森林 : 


ザイ ム オ ー ン 夏 漢 : 
ウェ ー デ ル 山 脈 


エル マデ ィ ン 山 脈 : 


シー ント リプ 氷河 : 


バイ パー シー ト 半 島 : 


カー スバ パル 島 


チェ リナ ム 島 
シン リス 列島 


ケリ アス 諸島 


サイ ス デ ィ ッ チ 火 山 : 


ウェ ー テ ル 山 


ガウ ミド ル 洋 


この 、 
浸 C 5 で 5 深 で 


メル サー ド 大 陸 最 大 の 平野 


二 つ の 大 河 に よっ て 潤 さ れ 


た 豊 鏡 な 土地 


: 神聖 サイ ア 王 国 発祥 の 地 
: 二 大 山脈 の 間 に 挟 まれ た 大 


渓谷 。 デ ィ ト ゥ ー ル の 上 巣 が 
ある と され 明 敬 の 対象 に な 
っ て いる 

様々 な 動植物 の 棲息 する 森 
林地 帯 
赤道 直下 の 砂漠 地 帯 


: 世界 最高 峰 の ウェ ー デ ル 山 


を 含む 山岳 地 帯 

ウェ ー デ ル 山 脈 と と も に メ 
ル サ ー ド 大 陸 を 二分 する 
不毛 の 凍土 が 拡がる 未知 の 
大 陸 

メル サー ド 大 陸 か ら 突 き 出 
し た 亜熱帯 気候 の 土地 


: サイ ス デ ィ ッ チ 火 山 が 中 心 


に そびえ る 火山 島 


: メル サー ド 大 陸 最 大 の 島 
: カル ムー ン 帝 国 に 人 冬 合 され 


た チャ バ パ 王 国 が 存在 し た 


: シャ タ パ ー サ 連邦 を 構成 す 


る 部 族 の 住む 島々 。 も と も 
と は メル サー ド 大 陸 の 一 部 
で あっ た が 、 神 々 の 戦争 で 
巨大 な 魔術 的 爆発 が 起こ り 
散々 に な っ た 。 

現在 も 激しい 活動 を 続け る 
火山 。 そ の 噴煙 が 神聖 サイ 
ア 王 国 に まで 届く た め 、 洗 
濯 好き の 奥さん 連中 の 間 で 
は 嫌 わ れ て いる 

『 メ ル サ ー ド の 神 柱 」 と 呼 
ば れる 


: メル サー ド 大 陸 の 西側 に 拡 


ル と, 


こめ 。 (ここ の 
DS 雪 で 5 深 で 9 G 5 央 


と 、N。 と, 
C DS 腔 C 9 深 9 


サン サド ー ム 海 


ド ネ ルー フ 洒 


オス マル ト 海 峡 


ジブ リー ク 海 峡 


7// 


スラ ン 海 峡 


ユ フ ォ ー ン 湖 
パイ ス メ イ ス 河 
イプ ルス 河 


メル トウ スニ 河 
チャ ナカ ー ン 河 
トリ プレ オ 河 
グ ヌ メー ア 河 
ヤク ト ズ エル 河 


こん 、 で 
SN 鐘 C 5 雪 で 5 で 59 補 骨 G 9 


が る 大 海 


: メル サー ド 大 陸 の 東側 に 拡 


が る 大 海 


: バイ パー シー ト 半 島 に 囲ま 


れ た 穏やか な 内 海 


: 南方 性 の 海流 が ぶつ か る 温 


暖 な 海峡 


: 冬期 は 流水 に よっ て シー ン 


トリ プ 了 氷河 と つなが る 


: 強い 海流 に よっ て 通過 する 


こと が 困難 な 海峡 


: メル サー ド 大 陸 最 大 の 湖 
・ サ ン サ ドーム 海 に そそ ぐ 
: ウェ ー デ ル 山 脈 に 水源 を 持 


と 


: ユ フ ォ ー ン 湖 に そそ ぐ 
・ ドド ネル ー フ 湾 に そそ ぐ 
: ガウ ミド ル 洋 に そそ ぐ 
: チェリ ナム 島 唯一 の 河 
: 世界 最長 の 河 。 た び た び 渦 


藩 を 起こ すこ と で 有名 


と と パル シシ 、 パ ムル, シル 。 、 べ 
GO 寺 G 5 C 5 凌 G 5 凌 で 9 6 5 補 6 9 


シ と 
に 


べ 
タダ 


と, と 
* 雪 で 5 


み 
(CD こっ 


ペル ュ ル 。 と パシ べとべと と 
辻 G 9 穴 半 で 9 訟 商 で 9 補 凌 G 9 科 幸 6 9 和幸 で 9 議 6 9 評 誠 で 


ルー ン ワ リース の 国家 
と 人 種 


く 国家 > 

神聖 サイ ア 王 国 : メル サー ド 大 陸 最 古 の 統一 
国家 。 王 都 は サイ ア 

オイ ロニ ー 王 国 : 砂漠 に よっ て 他国 と の 交易 
が 爺 ら れ た 絶対 王制 国家 

へ ヘル ムン ゼ 王 国 : チェ リナ ム 島 を 治め る 王政 
国家 

カル ムー ン 国 : 近隣 諸国 を 併合 し な が ら 拡 
大 し て いっ た 軍事 国家 。 帝 
都 は 朱 金 城 


・ 女 王 オ ー ル マム に よっ て 統 
ー さ れ た 宗教 国家 。 神 都 は 
コン トラ バル 


バハ マー ン 神 国 


ド ネ イセ ルム 神領 : バハ マー ン 神 国 の 属領 。 元 
サリ ス 王 国 
ウェ イデ ニッ ツ 公 国 : ワウ スゴ ルム 大 森林 を 領土 


と する 公 王 制 国家 

ウェ イデ ニッ ツ 公 国 の 属領 
ケリ アス 諸島 の 都市 国家 の 
統一 国家 


ダン ヨッ ゥ ー ス 公 領 : 
シャ タバ パー サ 連 邦 : 


〈 人 種 > 


現在 の と ころ 、 メ ル サ ー ド 大 陸 で は 人 間 と 亜 
人 を あわ せ て 12 種 類 の 種族 が 確認 され て いる 。 
人 種差 列 は ほとん ど 存 在 し な い が 、 オ イロ ニー 
王国 や カル ムー ン 帝 国 で は 選民 思想 の 傾向 が 強 
ox バハ マー ン 神 国 に お いて は 宗教 上 の 階級 が 
差別 を 生み 出し て いる 。 


【 人 間 】 


7 リュ ウネ 及 一 自 色 、 分 布 一 神聖 サイ 
ア 王 国 ・ サ リス 王国 王家 の 


み 。 南 メ ル サ ー ド 地方 で は 、 


レ ヵ レ 


シル , 
9 深 で 


エル ロー ム 


ラリ ネル 


【 亜 人 種 】 


ディ ムー ル ( 竜 人 ) : 


サー バエ ル ( 多 眼 人 ) : 


シュ シシ パシ パシ こと 。 NN。 ッ と 。 cc っ 名 Sc っ 名 - 受 
SC っ G 9 G 9 計 潜 G 9 護 G 9 直 G 9 評 居 G 9 凌 G 9 雪 で 9 立 で 9 


ミア クルル 、 パ 。、 か 
DS 寺 G 9 凌 6 9 評 深 G 5 誠 G 5 江尻 で 5 


高貴 な 血 と し て 崇拝 の 対象 
どか っ て いる 


: 肌 一 白色 、 分 布 一 神 加 サ イ 


ア 王 国 近 辺 


: 肌 一 褐色 、 分 布 二 メル サー 


ド 大 陸 の ほぼ ば 全域 


: 肌 一 黒色 、 分 布 テ チェ リナ 


ム 島 ( 主 に ヘル ムン ゼ 王 国 ) 


: 肌 一 黄 褐 色 、 分 布 ー テ シェ ル 


メー ル 平 原 近辺 ( 王 に カル ム 
ー ン 帝国 ) 


: 肌 一 乳白 色 、 分 布 ー ニ シーン 


トリ プ 氷 河 (神々 に シー ント 
リプ 氷河 で 暮らす よう に 命 
じ ら れ て いる ) 


: 肌 一 自由 に 変化 、 分 布 一 不 


明 ( バ ハマ ー ン 神 国 の 女王 オ 
ー ル マム が 有名 ) 


肌 一 青色 、 特 徴 二 角 と 牙 、 
分 布 ー メ ル サ ー ド 大 陸 の ほ 
ぼ 全 域 。※ 人 間 と ディ トゥ 
ー ル ( 竜 ) の 混血 。 肉 体 の 治 
疹 能力 が 高い 。 デ ィ ム ー ル 
の 血 に 目覚 め た 者 は 図り 知 
れ な い 力 を 得る と 言わ れ て 
いる 。 

特徴 - 3 つの 瞳 、 分 布 -ー ウ 
ェ ー デ ル 山 脈 ・ エ ル マ デ ィ 
ン 山 脈 ・ ワ ウス ゴル ム 大 森 
林 。※ 人 間 よ り 高 度 な 肉体 
と 頭脳 を 持っ て いる が 、 そ 
の 個体 数 は 極め て 少な く 、 
人 里 離 れ た 山岳 や 森林 の 奥 
地 に 住ん で いる 。 能力 の 劣 
る 人 間 に 対 し 優越 感 を 抱い 
て を いる 。 


と .、N。 、 ル 。 .。 ムシ . べ と 
Se 補 C 5 寺 C 9 深 G 5 江 * 


⑧⑥ 


ペル シ 。 と パル シュ シル ムル. 
当 で 5 雪 で りき で 5 胡 G 9 評 で 9 6 5 計 6 


セレ ス ( 妖 精 ) 


リー ン フ ァ ( 有 軸 人 ) : 


シオ ー ル (植物 人 ) : 


《 う く 
深き 竣 e 5 


: 特徴 一 体長 が 人 間 の 4 分 の 


| 程度 。 昆虫 の よう な 泌 根 
で 飛ぶ こと が で きる 。 分 布 一 
メル サー ド 大 陸 の ほぼ 全域 
(空中 に 住む 妖精 - ラ ・ セ レ 
ス 、 水 中 に 住む 妖精 一 ミ ・ 
セレ ス 、 地 中 に 住む 妖精 一 
ギ ・ セ レス )。※ 敏 皇 性 は 高 
い が 、 他 の 能力 は 人 間 の 4 
分 の | 。 

特徴 一 島 の よう な 世 で 飛ぶ 
と が で きる 。 人 労 誠 一 ライ 
ワッ ト 渓 谷 。※ 空 を 飛ぶ た 
め に 細身 の 体型 を 持つ 。 方 
向 感覚 に 優れ て いる 。 工 は 
折り た た ん で 背中 に 納め る 
こと が で きる 。 腕力 や 耐久 
力 に 欠け る 。 

特徴 一 光合成 で 生き る 、 緑 
色 の 血 。 分 布 二 ディ ミッ ツ 
草原 。※ 光 合成 で 生き る 半 
植物 人 種 。 光 合成 を 行う 時 
は 全身 を 緑色 に 染め る 。 大 
陽 の 光 と 水 さ え あ れ は ば 食事 
を と ら な く て も 生き て いけ 
る 。 痛感 神経 が 鈍い 。 夜 に 
活動 する こと が 苦手 。 自分 
達 の 素性 を 隠 そ うと し て い 
る 。 


ンク 。 ここ の こと 
SN で 5 深 で 5 地 G 5 で 5 央 6 


こく こと ルル | KW ここ と パク 
9 池 で 5 評 聞 で 5 G 9 評 骨 G 9 凌 G 9 誠 G 9 央 6 9 守 


\ と た か m。 
@⑩ 長 さ の 単位 
眼球 の 瞳 の 大 き さ 。 約 1.2 セ ンチ 。 
=100 ポ ー ト 。 約 1.2 メ ー ト ル 。 


=ー1000 ル ー ト 。 約 1.2 キ ロメ ー ト 
ル 。 


ポー ト 
ルー ト 
ザー ト 


ロ 
* 
ロ 
* 


地上 用 の 乗物 


クオ 


ラッ の クォン シン 


と, パシ, 


: 一 般 用 の 四 足 動物 。 我 々 の 世界 


の 馬 と 同等 。 


: 早 駆 け 用 の 四 足 動物 。 計 を 持ち 


短 距 離 で あれ ば 空 も 飛べ る 。 


: 戦闘 用 の 四 足 動物 。 戦闘 用 の 角 


を 持つ 。 


: 貴族 用 の 四 足 動物 。 ク ォ ン の ア 


ルビ ノ 。 高い 知性 を 持つ 。 


: 荷物 運搬 用 の 六 足 動物 。 
: 荷物 運搬 用 の 八 足 動 物 。 ダ ム の 


品種 改良 型 。 


: 戦闘 用 の 六 足 動物 。 鋭 利 な 角 と 


硬い 甲殻 を 持つ 。 立 乗り 。 


・ クォン に 荷台 を 取り 付け た 乗物 。 
: ダム に 和 荷台 を 取り 付け た 乗物 。 


ジ ・ ク ォ ン に 戦闘 兵器 の 荷台 
取り 付け た 戦車 。 


: 四 頭 の ジ ・ ク ォ ン に 鎧 を 取り 付 


けた 戦車 。 


っ と パル パシ ペール シル 。 
っ GS 聞 で 5 凌 C 5 G 5 補 送 で 9 計 央 6 5 補 


2 の を 


う 
(CD こっ 


く レ 


シー スシ パー ニシ ペル シ 。 パシ ペール と と と っ ec っ 名 6 っ 名 Sc っ 名 が c 5 名 
腔 9 多 居 G 9 多 凌 6 9 鐘 6 9 補 療 G 9 議 で 9 朗 6 9 腔 6 9 評 寺 6 9 評 商 6 5 評 蘭 ど 9 居 5N 深 6 で 5 評 で 5 江 


居 c 9 送 e 9 欠 其 9 


@ 海 上 用 の 乗物 飛行 用 の 乗物 


= 人 ム : 海洋 路 乳 類 。 我 々 の 世界 の イル ジマ ー ル : 机 竜 の 幼生 。 

カ と 同等 。 ジ ・ ジ マー ル : 戦闘 用 の ジマ ー ル 。 火炎 を 吐く 
カリ エ : 手 汗 ぎ 船 。 こと も で きる 。 
ゴー ド 船 : 小型 帆船 。 ガリ オー ル  : 魔術 に よっ て 下僕 と な っ た 竜 。 
メレ ニア ス 船 : 大 型 帆船 。 主 に 国家 間 の 海上 交 ファ ー ス 一人 用 グラ イダ ー。 

易 に 用 いら れ た 。 バザー スズ : 熱気 球 。 


メル サー ド 大 陸 の 交通 


メル サー ド 大 陸 は 、 二 つの 山脈 に よっ て 北 と 
南 に 分 断 さ れ て いる 。 

北 メ ル サ ー ド 地方 は 島国 が 多く 、 ゴ ー ド 船 や 
メレ ニア ス 船 に よる 旅行 や 交易 が 発達 し て いる 。 
その た め 、 海 運 商 業 の 船 を 狙っ た 海賊 が 横行 し 
て いる 。 

南 メ ル サ ー ド 地方 は 、 ユ フォ ー ン 湖 を 中 心 に 
張り 巡ら され た 【 ア ウン トゥ ム の 回 廊 】 と 呼ば れ 
る 道 に よっ て 、 各 国 間 の 旅行 や 交易 が 行わ れ て 
いる 。【 ア ウン トゥ ム の 回 廊 】 は 、 神 避 サ イア 王 
国 、 エイ デニ ッ ツ 公国 、 ダ ショ ヨッ ー ス 公 請 、 
カル ムー ン 帝 国 、 バ ハマ ー ン 神 国 、 ド ネイ セル 
ム 神 領 を 結ん で いる 。 

商人 は 、 ク ォ ン ・ ポ ボー か ダム ・ ポ ボー で 商 隊 を 
組み 、 各 国 を 渡り 歩い て 行商 する 。 


クン シク クン クジ クン ッ ア アン ンズ ふ 、 リ 
< 


クシ ンス 


と, .N。 シシ パシ 。 パシ 。 と と 6 と っ 名 Sc っ 名 Sc っ 名 - 誠 ce 5 を 
DC に CK まあ の 生ま まな 


⑤ 


Se っ 科 Sc っ 名 Sc っ 名 ce っ 科 ec っ 名 Sc っ の と と と パル と ルル ムシ 
当 で 5 大 で 5 評 雪 G 9 雪 で 9 評 地 で 5 江 G 9 江 状 G 9 凌 G 5 補 凌 G 9 冬 凌 6 9 計 凌 G 9 補 G 9 G 9 央 G り * 


@⑯ 貨 衣 制 度 


メル サー ド 大 陸 の 各国 家 に お いて 、 現 在 鋳造 
され て いる 貨幣 は 以下 の と お り で ある 。 貨幣 の 
交換 率 は 、 神 聖 サ イア 王国 の 通貨 セル ツ を 基準 
5 

な お シャ タバ パー サザ 連邦 は 、 各 国 の 貨幣 が 流 : 
し て いる た め 標 準 と な る 貨幣 は 存在 し な い 。 


一 神 里 サイ ア 王 国 
@ セ ルツ (Cz) : ニッ ケル 貨 
@ ド ミ ・ セ ルツ (DCz) : 銅貨 

10Cz 
@ ラン グ (R5g) : 銀貨 

ーー 10DCz、100Cz 

@ ダ ン ・ ラ ング (DRg) : 金貨 

三 5 Rg、50Dcz、500Cz 


@ ガラ ン (Gr) : プラ チ ナ 貨 
10DRg、50Rg、500DCz、5000Cz 


※ ウ ェ イ デニ ッ ツ 公国 お よび ダン ヨッ ゥ ー ス 公 領 
は 、 神 聖 サ イア 王国 の 貨幣 を 使用 し て いる 。 


と と パシ パル ヘル ペル, 
当 C 5 深 G 5 補 当 C 5 居 で 5 深 で り SS 腔 で 5 深 6 9 


と 
1 


を NZ 


田 オ イロ ニー 土 国 


@ ト リム (TRM) : 銅貨 
=【 8 Cz】 
@ バラ ム (PRM) : 銀 十 銅貨 
=10TRM 
@ カラ ム (KRM) : 金貨 
ーー20PRM、200TRM 


田 ヘ へ ヘル ムン ゼ 王 国 


@ ヘソ ツ (H) : ニッ ケル 十 人 銅貨 


ー 【2.5Cz】 
@ サン () : 銅貨 
=5H 
@ デム (D) : 銀貨 
=10S、50H 


@ カオ (K) : 金 十 銀 貨 
= 5D、50S、250H 

@ バル (DP) : 金貨 
10K、50D、500S、2500H 


と と パル パシ パル 
GO 雪 で 5 度 深 G 5 骨 G 9 で 5 補 央 G 5 


7 
に CO 


いい と 0 ジ 
(CO に 深 c 9 深 6 


ン フ 
SN 補 で 5 


田 力 ルム ー ン 和 国 


@ チム (Cm) : 銅貨 
= ルル Oz 】 
@ ベ ペッ ツ (Pez) : 銀貨 
ーー12Cim 
@ リル (RIil) : 金貨 


10Pez、120Cim 


一 バハ マー ン 神 国 
@ ワー ドミ ム (wm) : 敬 貨 


= ニ 【|.5Cz】 
@ メル サル ト (ms) : 現 斑 貨 
ー 4 wm 
@ ペチ ネム (pn) : 墓 貨 
ー30mS、120pn 
@ エ ラリ スタ (el) : 瑠璃 貨 
三 4 pn、120ms、 480pn 


※ ド ネイ セル ム 神 領 は 、 バ ハマ ー ン 神 国 の 貨幣 
を 使用 し て いる 。 


ーー ティ 
Z 『 ゃ Fe 2 
Z と ーN 介 
9 り 


と と リン ン の と いく と いい シ い 4 シ い 4 
深 9 鐘 央 G 9 鐘 凌 6 9 補 凌 6 9 鐘 凌 6 9 補 腔 G 9 菅 凌 G 9 雪 で 


ッシュ シュ と と と 。 と と Sc の 名 
り DS C 9 深 で 9 深 C 9 深 6 9 深 G 5 度 深 で り 9 深 G 9 溶 G 9 


So 


ル , .。 と 
な CD 補 で 5 評 


宝石 


ルー ン ワ ー ス の 世界 に お いて 、 宝石 は 特殊 な 
力 を 得る 重要 な アイ テム で ある が 、 高 額 貨幣 の 
代用 と し て も 扱わ れ て いる 。 貨幣 と の 交換 単位 
は | カラット で ある 。 

@ オ リハ ルコ ン =IOOGr( ガ ラン ) 


@ 瑠璃 三 IODRg《( ダ ジー ラン シグ ) 
@ ダ イア モン ド =56DRg 

@ 柴 水晶 = 5DRg 

@ ル ビー ー 3DRg 

あ サラ ァ イ アプ = 2DRg 

@ ア メジ スト =1.5DRg 

@ オ バー ル = 1DRg 

@ ムー ンス トー ン = | DRg 

@ エ メラ ルド = EC ラジ シグ ) 

@ 胡 妥 ー 2Rg 

@ 真珠 = 8DCz( ド ミ ・ セ ルツ ) 


@ 久 、 石 


置 険 の 途中 で 希 に 鉱石 の 塊 を 手 に 入れ る こと 
が ある 。 貨幣 と の 交換 単位 は | グラ ム で ある 。 


@ ニッケル =0.5Cz( セ ルツ ) 
@ 銀 ー 20z 

@ 銀 = ZDCz 

@ 金 = 2 Rg 

@ プ ラチ ナ ー 3 DRg 

@ 天然 磁石 = 1Rg 

@ 水銀 = 5DCz 
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を 6 と と パル パシ 、、 ル 。 
で 5 浸 で 9 深 で 9 補 央 6 り 9 雪 C 5 深 で 5 計 央 G 9 


0 よ ^k 
N ne Worth Worl 


ルー ン ワ ー ス の 世界 に は 、 さ ま ざ ま な か な 宗教 団 


体 が 存在 する が 、 そ の 宗教 団体 を ラー ス と 呼び 
曽 わす 。 


⑳ 止 統 示 孝 


絶対 和伸 イ アテ ィ ル ス を 主神 と する ラー ス で あ 
る 。 奉る ルー ン に よっ て 6 つ に 分 けら れる 。 ま 
た 、 正 統 宗 教 内 に お ける ラー ス の 二 重 登録 は 認 
め ら れ て いる が 、 ど れ か ーー つの ラー ス に お いて 
中 級 導 士 の 階 位 を 手 に 入れ な けれ ば な ら な い 。 


@ ラース ニテ イ アト  : 絶対 神 イ アテ ィ ル ス を 支 
配 神 と する 

@ ラ フラー スニ フェ ムル : 風神 フェ ムリ ュー を 支配 
神 と する 

@ ラー スニ クゥ イン : 水 神 ク ニ イ ン タッ ト を 支 
配 神 と する 

@ フー ス ニテ ゲン : 地 神 ゲン パ ダ ル を 支配 神 
と する 

@ ラ ー ス ニテ ジ ェ イ  : 火 神 ジェ イガ ム を 支配 神 
と する 

@ ラ フー スニ ガル ラ  : 混 沖 神 ガル ラス ー ン を 支 
配 神 と する 


っ と シー シシ 。 ルル 。 
CD 当 G 5 評 凌 で 5 G 9 評 凌 で 5 補 凌 G 9 


多く と パシ ルル ルル 
SN 補 C5 尻 C 5 層 5 辻 6 5 央 G 9 央 G 9 有 


を ゝ (0 


1 . 入信 


それ ぞ れ の 町 に ある ラー ス の 教会 に 寄進 を 行 
い 入 信 の 証 と する 。 両親 の どちら か が ラー ス に 
属し て いれ ば 、 あ えて 寄進 は 必要 と し な い 。 


2 . 義務 


新しい 町 を 訪問 し た 時 は 必ず 教会 に 赴 いて 、 
一 定額 の 寄付 を 納め な けれ ば な ら な い 。 寄付 が 
納め られ な い 場 合 は 、 教 会 の 依頼 する 仕事 を 無 
報酬 で 引き 受け な けれ ば な ら な い 。 


3 . 特典 


会 で の 宿泊 お よび 食事 は 基本 的 に 無料 で あ 
る 。 また 簡単 な 治療 も 受け る こと が で きる 。 

大 神殿 で あれ ば 、 新 し い 呪 文 の 取得 も 可能 で 
ある 。. 
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名 と と と ルル シ 。 ムシ, 、、 シ 
G DS 深 で 5 補 当 C 5 央 で り 骨 で 9 当 C 5 G 5 央 6 5 


ーー ルール パール シ 。 、 パ ーー ル パシ パー ムル ペー ムシ ペー と パー シシ 。 パシ と っ る 8c っ 名 
次 c 9 き 凌 G 9 多 G 9 補 凌 6 9 飼 凌 6 9 誠 6 9 補 凌 6 9 凌 6 9 6 5 詳 69 蔽 69 詳 雪 で 9 主 半 69 蘭 で 5 


@ 神 宗孝 


か つて ルー ン ワ ー ス に 存在 し た と 言わ れる 古 
代 神 や 、 遠 い 未来 の 世界 に 降臨 する と 予言 され 
た 未来 神 を あがめ 奉る ラー ス で ある 。 

その 数 は 確認 され て いる だ け で も 数 十 種類 に 
及び 、 以 下 に 主 な 団体 を あげ て お く 。 


ジ ・ ス ・ テ ワ  : イア ティ ルス の 降臨 以前 に 、 ー ス 。 ドー トス ルフ は ルー ン 
ルー ン ワ ー ス を 支配 し て いた ワー ス の 多重 次 元 か ら 追 放さ 
と 言わ れる 神 ジ ・ ス を あがめ れ た 神 で ある 。 
る ラー ス 。 バハ マー ン : バハ マー ン 神 国 の 女王 オー ル 

アラ リル ト : 時 間 神 ウ ィ ル ・ ポ ー が 新た な マム を 神聖 化し て 活動 する 新 
主神 と な り 、 世 界 を 再 創造 す 興 ラ ー ス 。 女王 オー ル マ ム の 
る と し て 活動 する ラー ス 。 奇跡 に よっ て 、 ここ 十 数 年 の 

たまみ ダテ デス : か つて 神々 に 戦い を 挑み 破れ 間 に 信者 の 数 を 増やし 続け て 
た 大 波動 士 リ ュー ト の 魂 を 復 いる 。 


活 さ せ 、 世 界 を 神々 の 支配 か 
ら 解 放さ せよ うと する ラー ス 。 
各国 の 支配 者 か ら 弾 庄 の 対象 
と し て 指定 され て いる た め 地 
下 に 潜っ て 活動 し て いる 。 

パタ ヤム カ : その 教義 、 活 動 内 容 は ほとん 
ど 知 られ て いな い が 、【 完 全 な 
る 破壊 】 を 基本 理念 と し て いる 
ンー 

タリ ム テ ギュ  : ルー ン ワ ー ス その も の を 神 と 
に だ 生じ る ラー ズ 。 

フェ ッ ト ゥ イ  : イア ティ ルス より も 高 次 な 存 
在 で ある フェ ッ ト ゥ イ ( 正 確 に 
発音 を 書き 記す こと は 不可 能 ) 
に 世界 全体 の 昇華 を 願い 活動 
OK ン 

ギル トレ カン  : か つて 正統 宗教 の 最高 位 に ま 
で 登り つめ な が ら も 突如 離 宗 
し 、 エ ル マ デ ィ ン 山 上 脈 に 交 を 
消し て し まっ た 伝説 の 大 導 士 
ギル トレ ッ ク が 開 宗 し た と 言 


われ る ラー ス 。 
デル ム オ ア : 異 神 ド ー ト スル フ を 奉 ず る ラ 


ーー ルル ーー シー ヘル パー ュ ルー ュ シー ュー ルーパーー ア シール と パー と パシ 。 と Cc っ る っ る 
G 9 補 凌 6 9 多 凌 6 9 鐘 腔 9 芝 で 9 芝 立 G 9 度 届 で 9 雪 6 9 詳 聞 で 9 議 6 9 評 直 で 5 議 で 5 当 で 9 支 で 5 補 
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と パシ ペル シ 。 名 と と パル シュル パル ーー シー ルー ペー シル 
ON 補 で 9 二 幸 9 二 寺 69 詳 幸 69 凌 69 凌 G9 府 凌 69 放 凌 6 9 欠 其 6 9 欠 凌 69 多 6 9 冶 e 9 


@ 魔 術 体系 


ルー ン ワ ー ス の 世界 に お いて 、 魔 術 は 四 種 類 
の 体系 に 分 ける こと が で きる 。 

絶対 神 イ アテ ィ ル ス を 始め と する 神々 の 力 を 
借り て 行わ れる 【 神 界 魔術 】、 自 然 界 お よび 精霊 


界 に 宿る 精霊 を 召喚 し て 自在 に 操る 【 召 喚 魔 術 】、 


失わ れ た 神々 も し く は 、 来 る べき 神々 の 力 を 呼 
び 起 こし て 行わ れる 【 捜 神 魔術 】、 自ら の 内 な る 
波動 力 を 引き 出す 【 波 動 魔術 】 で ある 。 

他 に ルー ン ワ ー ス の 外側 に 在 る 絶対 光 、 絶 対 
聞か ら 超 絶 な 力 を 取り 出す 【 絶 対 魔術 】 と いう 技 
術 が 存在 する と 言わ れ て いる 。 

この 世界 で は 、 科 学 と 魔術 の 境界 が 明確 で な 
く 、 お も に 科学 は 【 波 動 魔術 】 の 一 部 と し て 理解 
され て いる 。 

魔術 は 、 宝 石 や 金属 な どの 特殊 な 物質 を 触媒 
と し て 、 そ の カ を 増減 させる こと が で きる 。 


⑩ 神 和 魔 術 


神 界 魔術 は 、 世 界 の 理 を 司る 神々 の 偉大 な る 
カカ を 借用 する こと に より 、 さ ま ざ ま な 奇跡 を 起 
こす 技術 で ある 。 

この 神 界 魔術 の 力 を 手 に 入れ る た め に は 、 神 々 
を 奉る ラー ス に 入信 し 、 そ の 上 級 導 士 か ら 呪文 


を 学ぶ 必要 が ある 。 ま た 一 度 手 に 入れ た 呪文 も 、 


宗旨 変更 、 ま た は 破門 に よっ て 、 神 の 加護 か ら 
離れ 失わ れ て し まう 。 

基本 と な る ルー ン の 種類 に よっ て ラー ス は 、 
大 きく 6 つ に 分 けら れる 。 そ の ルー ン と は 、【 風 】 


Sc っ Sc の と シシ, 。、 ル 。 、 べ 
雪 で 5 評 雪 で 5 評 雪 6 5 凌 G 5 護 6 9 計 凌 G 5 央 


YY 補 


7 NZ 


【 水 】【 地 】【 火 】 の 基本 四 大 ルー ン に 【 庶 空 】【 混 沖 】 
の 高 炊 ルー ン を あわ せ た 6 つ で ある 。 


1 . ラー ス へ の 入信 

神 界 魔術 を 学ば ぼ ば うと する 者 は 、 ま ず 基 本 四 大 
ルー ン 【 風 】【 水 】【 地 】【 火 】 の うち ょ り 一 つ を 選択 
し 、 そ の ルー ン を 司る 神 の ラー ス に 入信 し な け 
れ ば な ら な い 。 こ の ルー ン の 選択 は 、 自 分 の 操 
る 魔術 の 性 質 を 決定 づけ る た め 、 特 に 慎重 に 行 
う 必要 が ある 。 


2 . 魔術 の 修行 課程 

最初 の 二 年 間 は 地元 の 教会 で 、 魔 術 の 基本 概 
念 と な る 魔道 神秘 学 お よび 八 聖 宮 の ル ー ン に つ 
いて 学ぶ 。 その 間 に 魔 術士 と し て の 適性 も 試さ 
れ 、 最 終 試験 に お いて 不適 性 と され た 者 は 、 魔 
術士 の 道 が 永久 に 閉ざさ れる 。 

た だ し 、 和 八 聖 宮 の ル ー ン で 呼び 出す こと の で 
きる 魔術 は 、 一 般 人 に も 認め られ た 技術 と し て 
その まま 修得 可能 で ある 。 

魔道 神秘 学 の 課程 を 無事 終了 し た 者 は 、 そ れ 
で ぞ で れ の ラー ス の 神殿 に 赴き 、 本 格 的 な 魔術 の 修 
行 を 始め る こと と な る 。 神殿 で の 修行 は 、 早 い 
者 で 二 年 間 、 遅 い 者 で も 十 年 間 程 で 終り 、 終 了 
と 同時 に 下級 導 士 の 階 位 が 与え られ る 。 

これ より は 、 自 分 自身 で 修行 を 始め な けれ ば 
な ら な い が 、 そ の まま 神殿 に 残り さら に 修行 を 
重ね て ゆく 者 も 少な く な い 。 通常 は 、 も と の 町 
に 戻る か 、 深山 に 生 る か し て 中 級 導 士 の 階 位 を 
目指 し て 修行 に 励む 。 

一 年 に 一 度 、 か の 神殿 に お いて 中 級 導 士 の 認 
定 試験 が 行わ れる 。 この 試験 に 合格 する と 、 一 
人 前 の ルー ン ・ パ タム (ルー ン の 使い 手 ) と し て 
認め られ 、 中 級 導 士 の 階 仁 が 得 ら れる 。 

中 級 導 士 の 階 位 を 得る と 、 ラ ー ス の 再 登録 が 
記 め られ る よう に な る 。 各々 、 自 分 が 求め る ラ 
ー ス の 神殿 の 門 を くぐり 、 さ ら に 魔術 知識 を 深 
め て ゆく こと が で きる 。 

そし て 、 基 本 四 大 ルー ン の 全 領 域 に お いて 魔 
術 学 を 修め た 者 は 、 各 ラー ス の 神殿 に 仕え を る 上 
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級 導 士 と な る 。 上 級 導 士 は 、 ル ー ン ・ カ ル パ ( ル 
ー ン を 究め し 者 ) と 呼ば れ 、 弟 子 を と っ て 魔 術 を 
教え る こと が で きる 。 

また 、 上 級 導 士 の 階 位 を 得 た 段階 で 、 高 炊 ル 
ー ン 【 虚 空 】【 混 沖 】 の 選択 を 行わ なか な けれ ば な ら な 
い 。 この 高 次 ルー ン に 関し て は 、 基 本 四 大 ルー 
ン の よう に 二 重 登録 が で き な い の で 注意 が 必要 
で ある 。 

どちら か の 高 次 ルー ン を 選ぶ と 、 そ の ルー ン 
の 奥義 を 神 よ り 授 か る と 言わ れ て いる 。 

神 界 魔術 界 の 最高 階 位 は 大 導 士 と 呼ば れ 、 上 
級 導 士 の 中 か ら 一 人 選任 され る 。 大 導 士 は 神 に 
次 ぐ 存 在 と し て その 地位 を 保証 され 、 他 の 魔術 
士 た ち に 絶大 な る 影響 力 を 有する 。 大 導 士 の み 
に 許さ れ た 高 次 呪文 で 神 界 魔 術 界 を 治め る 。 


3 . 基本 的 な 魔術 の 使い 方 


神 界 魔術 は 、 神 々 の 力 を 借用 する こと に よっ 
て その 力 を 発現 させ る 。 

すなわち 一 般 的 に 使わ れる 神 界 魔術 に は 、 そ 
れ ぞ れ の ルー ン を 単独 で 用 いる 聖 名 呪文 14 種 類 
と 、 偉 大 な る 6 ルー ン に 和 八 聖 宮 の ル ー ン を 複合 
させ て 用 いる 象徴 呪文 48 種 類 、 合 計 62 種 類 の 呪 
文 が 存在 する (大 導 士 の み に 許 され た 高 次 呪文 
は 侍 ま な い )。 

聖 名 呪文 は 、 ル ー ン の 保持 する 神 の 御名 を 唱 
える こと に よっ て 効力 を 発揮 し 、 比 較 的 す ば や 
い 対 応 が 可能 で ある 。 ま た 、 消 費 す る 魔力 も 少 
ながく て 済む 。 

象徴 呪文 は 、 神 の 御名 に 聖 句 と な る 呪文 を 複 
雑 に 象徴 させ て 唱え る た め 、 効 力 を 発揮 する ま 
で に ある 一 定 の 時 間 を 必要 と し 、 消 費 する 魔力 
も 多い 。 

象徴 呪文 に は 、 儀 式 魔術 の 性 格 を 有する 呪文 
も 存在 し 、 特 殊 な アイ テム や 環境 が 必要 と な る 
場合 も ある 。 た だ し その 場合 、 聖 名 呪文 と は 比 
較 に な ら な い ほ ど 強 力 な 力 を 得る こと が で きる 。 
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人 台 喚 魔術 


神 界 魔術 が 神々 の 力 を 借用 する の に 対し 、 召 
喚 魔 術 で は 精霊 の 力 を 借用 し て (正確 に は 精霊 そ 
の も の を 召喚 する の だ が ) 超常 現 象 を 引き 起こ す 。 
こす る と 魔神 が 現れ る マジ ッ ク ア イ テ ム な ども 
召喚 魔術 の 一 種 と 言え る 。 

召喚 魔術 は 、 神 界 魔術 の よう に ラー ス に 縛ら 
れ た り せ ず 、 誰 で も 簡単 に 技術 を 修得 で きる 。 
その ぶん 召喚 され る 力 は 、 神 界 魔術 の それ より 
労 る こと に な る 。 


1 . 精霊 の 種類 


自然 現象 に 宿る 精霊 : 炎 の 精霊 、 氷 の 精霊 、 
雷 の 精霊 、 風 の 精 吉 
天空 に 宿る 精霊 : 月 の 精霊 、 彗 星 の 精霊 
土地 や 生物 に 宿る 精霊 : 森 の 精 吉 、 湖 の 精 吉 、 
山 の 精霊 、 竜 の 精霊 
アイ テム に 宿る 精霊 : 剣 の 精 圭 、 鏡 の 精霊 、 
指輪 の 精霊 


2 . 精霊 の 召喚 方 法 


召喚 魔術 は 、 も と も と 民衆 の 間 で 生ま れ た 生 
活 魔 術 の 性 格 が 強く 、 そ の 手法 も さま ざま で ある 
た め 、 系 統 だ て て 解説 する こと は 不可 能 で ある 。 

一 般 的 に は 、 召 喚 し た い 精 霊 の 名 前 を 唱和 し 
な が ら 結 界 を 張り 、 そ の 支配 領域 に 精霊 を 呼び 
出し て 命令 を 与え る 方 法 が と られ る 。 

結界 を 張る 方 法 は 人 それ ぞ れ で 、 印 を 結ん だ 
り 、 ア イ テ ム を 使っ た り 、 果 て は 自分 自身 の 肉 
体 を 結界 と し て 使っ た り と 、 伝 承 さ れ た 秘術 の 
多様 性 が うか が われ る 。 

施術 の 性 格 上 、 消 費 す る 魔力 の 量 は 極め て 少 
が Mt。 


3 . 召喚 の 失敗 

召喚 中 に 結界 が 破 ら れる と 、 施 術 者 は 精 幸 へ 
の 支配 力 を 失い 召喚 は 失敗 する 。 希 に 召喚 し 損 
ね た 精霊 に 呪 殺 され て し まう 場合 も あり 、 施 術 
に は 細心 の 注意 が 必要 で ある 。 
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@ 授 神 魔術 


捜 神 魔 術 の 基本 的 な 概念 は 、 神 界 魔 術 と ほぼ 
同様 で 、 力 を 借用 する 対象 が 異な る だ け で ある 。 
それ ぞ れ ラー ス も 存在 し 、 決 め ら れ た 手順 さえ 
踏め ば 、 高 位 魔 術 の 修得 も 可能 で ある 。 

た だ し 国 に よっ て は 、 正 統 宗教 以外 は 夏 崇 教 
と し て 弾圧 され る こと も あり 、 諸 国 を 旅 す る 冒 
険 者 に は 向い て いな い 。 


1 . 邪神 


ジ ・ ス 、 リ ュー ト 、 フ ェ ッ トウ イ 、 ギ ルト レ 
ッ ク 、 ド ー ト スル フ 、 オ ー ル マム 


2 . 邪 宗教 


※ 宗 教 の 項目 を 参照 の こと 。 


W 流 動 魔術 


波動 魔術 と は 、 あ ら ゆ る 物 す べ て に 内 包 さ れ 
る 【 波 動 】 の 力 を 利用 し て 、 超 常 能 力 を 生み 出す 
技術 で ある 。 

他 の 魔術 と は その 性 格 を 異 に し 、 ど ちら か と 
言え ば 武術 や 剣術 も し く は 科学 や 物理 学 な ど 
の よう な 、 訓 練 や 勉強 に よっ て 誰 に で も 身 に 付 
ける こと の で きる も の で ある 。 

我々 の 世界 で 言う と ころ の クン ダリ ニー・ ヨ 
ー ガ や 仙道 と 、 ほ ば ぼ 同 様 の も の と し て 捉え て 差 
支え な かい 。 

波動 魔術 の 術 者 は 波動 士 と 呼ば れ 、 た ゆま め ぬ 
目 己 の 意識 改革 と 修行 に よっ て 、 そ の 力 を 向上 
させ て いる 。 波動 魔術 を 学 ぼ うと する 者 は 、 大 
抵 が 師匠 の も と に 弟子 入り する か 、 道 場 に 入門 
9319 こ 2 に に の 。 

波動 魔術 は 、 他 の 魔術 と の 組み 合わ せ が 容 易 
で 、 かつ 全く 魔力 を 消費 し な い (か わり に 体力 
を 消費 する ) こと か ら そ の 愛用 者 の 数 は 多い 。 


1 . 波動 の 基本 概念 


あら ゆる 物質 は 、【 粒 子 】 と 【 波 動 】 と いう 二 つ 


Ne っ と と と パル シル パル 
で 5 演 G 59 補 G 5 G 9 冬 G 9 凌 G 5 G 


の 極性 に よっ て 存在 し て いる 。 粒子 と は 物質 を 
構成 する 原子 や 分 子 で あり 、 波動 と は その 原子 
や 分 子 を 繋ぎ 止め る 鎖 で ある 。 す な わ ち 物質 は 、 
波動 の も ち た ら す 共鳴 作用 に よっ て 、 そ の 姿 や 性 
質 が 決定 され て いる 。 

この 波動 を 自ら の 意 の まま に 操る こと が で き 
れ ば 、 超 常 的 な 力 を 生み 出す こと が 可能 と な る 
と いう 考え 方 が 波動 魔術 の 基本 概念 で ある 。 


2 . 波動 エネ ルギー の 創 生 

まず 、 自 分 自身 の 肉体 が 秘め て いる 波動 の 周 
波数 を 、 特 別 な 呼吸 法 に よっ て 整 一 化 さ せる 。 
整 一 化 さ れ た 波動 は 、 肉 体 を 構成 する 原子 を 活 
性 化 さ せ 、 オ ルム の 座 ( チ ャ クラ ) と 呼ば れる 7 
つの 部 位 で 共鳴 し 始め る 。 

オル ム の 座 は 、 そ れ ぞ れ ナ ッシュ (頭頂 )、 ケ 
パス (眉間 )、 ト ー カ ( 咽 )、 ガ スル ( 胸 )、 パ ッ ソ 
( 腹 )、 ア ダー ユ ( 腰 )、 ゾ ネル (股間 ) に 存在 する 。 

ここ で オル ム の 座 に 意識 を 集中 させ れ ば 、 自 
己 の 内 側 に 秘め られ た 力 を 取り 出す こと が 可能 
を な る 。 

意識 を 集中 させ る オル ム の 座 の 組み 合わ せ に 
よっ て 、 生 み 出 され る 波動 力 の 大 き さ や 性 質 も 
変化 する 。 


3 . 波動 エネ ルギー の 解放 

自己 の 内 部 に 蓄積 され た 波動 エネ ルギー を 、 
他 の 対象 物 に 対し て 解放 、 ま た は 共鳴 させ る こ 
と に より 、 さ ま ざ ま な 現象 を 引き 起こ すこ と が 
可能 と な る 。 

原子 組成 の 位相 バラ ンス を 変化 させ る こと て 、 
物質 の 創 生 、 移 動 、 消 滅 ま で も 行う こと が で き 
0 


4 . 波動 魔術 の 修得 

波動 魔術 は 、 学 問 と し て の 色合い が 強く 独学 
で も 修得 する こと が 可能 だ が 、 で きれ ば 師匠 に 
つい て 学ん だ ほう が 修得 スピ ー ド は 早い 。 

大 き な 町 で あれ ば 、 波 動 魔術 の 看板 を 掲げ た 
道場 が あり 、 規 定 の 授業 料 を 支払 えば 誰 で も 孝 
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え を 請う ニニ と が で きる 。 た と え 小 さき な 町 で も 、 
一 人 や 二 人 は 波動 士 が いる は ず な の で 、 そ の 人 
2 つい で 近 に だ 良い)。 


⑩ 絶 対 魔術 


ルー ン ワ ー ス を 取り まく 、 絶 対 光 、 絶対 間 か 
ら 想像 を 絶する エネ ルギー を 取り 出す と いう 禁 
断 の 魔術 で ある 。 た だ し 、 こ の 魔術 は 存在 が 噂 
され て いる だ け で 、 そ れ を 実際 に 見 た 者 は 誰 も 
いな い 。 

も し 、 こ の 神々 の 力 を 越え る 魔術 が 発動 し て 
し まう と 、 ル ー ン ワー ス の 存在 さえ も 脅かし か 
ね な いと 言わ れ て いる 。 

神 界 魔術 の 代々 の 大 導 士 が 、 こ の 絶対 魔術 の 
謎 を 解き 明か そう と 、 大 神殿 の 奥 で 研究 し て い 
る らし い 。 
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神聖 紀 1527 年 、 ハ ラス の 月 は 上 弦 の 3 日 の こ 
と で ある 。 

世界 中 の 人 々 を 有 震 振 させ る 大 いな る 悲劇 が 、 

メル サー ド に 咲く 小さ な 花 の 如き 王国 を 襲っ た 。 


王国 の 名 は サリ ス 、 古 い 歴 史 と 伝統 、 そ し て 
美 し さ と 気品 を 兼ね 備え た 小国 で ある 。 


ユ フ ォ ー ン 清 の 水面 に 映る サリ ス 城 の 人 美 を 


詠っ た 詩 環 は あま た を 数 え 、 星 に 包ま れ た 美 し : 筑 /. 


き 都 サリ ス の 名 を 世界 中 に 知ら し め て いた 。 

時 の 国王 トル ネス ・ ラ ・ エ フォ ・ サ リス は 、 
文学 お よび 音楽 へ の 造語 が 深く 、 国 を 挙げ て そ 
の 学究 を 奨励 し た た め 、 優 秀 な 文人 ・ 楽 士 が 多 
く 還 田 し た と いう す 。 

永き サリ ス の 歴史 の 中 で も 、 ひ と きわ 輝い て 
いた 時 代 で あっ た と いえ よう 。 

た と え そ れ が 、 迫 りく る 惨劇 へ の 序章 で あっ 


サリ ス を 襲っ た お そる べき 災 初 は 西方 より 静 
か に や っ て きた 。 

すべ て が 眠り に お ちる ラ ハ ン の 刻 、 突 如 、 城 
の 見 張り 塔 が 炎 に 包ま れ た の だ 。 

それ に 呼応 し て 都 の あちこち て 火 の 手 が 上 が 
り 、 サ リス の 夜空 が 燈 色 に 染まる 。 

炎 に 追わ れ 逃 げ 惑 う 人 々 の 前 に 現れ た の は 、 
ジ ・ ク ォ ン に また が っ た 正体 不明 の 騎兵 た ち で 
あっ た 。 

そし て ……… 騎兵 た ちの 無 差別 殺 鍼 が 開始 さ 
れれ だ 。 

燃え さか る 業火 と 阿鼻 叫喚 の 地獄 絵 が 王 都 全 
主 に 拡がっ て ゆく 。 

それ を 静か に 見 つめ る 暗 赤 色 の 外 衣 で 全身 を 
復 っ た 死 の 使い 魔 た ち 。 

バハ マー ン 神 国 の 暗殺 魔術 団 (ヴィ ー フ ォ ) 
で ある 。 

聞 と 血 臭 が 王宮 の 中 に 充満 し て いた 。 
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ちろ ちろ と 赤い 舌 を 出し て 燃え る 床 に は 、 首 
や 手足 を 失っ た 恨 が 果 々 と 積み 重ね られ て いる 。 
二 纏 夜 の 攻防 の 末 、 サ リス 城 を 取り 囲ん で い 
た 魔術 結界 は 破 られ 、 侵 略 者 の 妨 は いま まさ に 
サリ ス 王 家 の 人 々 に 振り 下ろ され よう と し て い 
だ 。 

「 隆 下 ,/ ここ は 我ら に 任せ て お 逃げ くだ さい 」 

近衛 師団 長 の ペル レス ・ サ ザビ ア ・ オ ー ヘ ン 
ツ ・ マ イフ ァ ー が 額 か ら 血 を し た た ら せ な が ら 
叫ぶ 。 

途中 か ら 折 れ た 長剣 と 返り 血 を 浴び て 朱 に 染 
まっ た 鎧 が 、 そ れ ま で の 戦い の 壮絶 さ を 物語 っ 
CN 。 

「 私 と て 国王 と し て の 誇り は 持っ て いる つも り 
だ 。 家臣 と 臣民 を 見 捨て 、 己 れ ば か り が 逃げ 出 
すわ け に は いか ぬ よ 」 

サリ ス 王 は 白い 歯 を 見 せ 快 活 に 笑っ た 。 

「 で す が 陸 下 18: 」 

ベル レス は 納得 で きぬ 風 に ロロ ご も り 、 な お も 
執 押 に 国王 を 見 返し た 。 

「 そ れ よ り も シャ ー ル と ライ ル 、 そ し て メリ ア 
を 我 が 也 友 サイ ア ま て 無事 送り 届け て くれ ぬか 」 

そう 言い 終え る と サリ ス 王 は 、 周 り を 取り 囲 
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む 敵 兵 の ほう に 身体 を 向き 直し た 。 

手 に は サリ ス 王 家 に 代々 伝わる 秘 風 剣 サ ー タ 
ルス が し っ か と 握ら れ て いる 。 

「 ふ ふ ぶ ふっ 、 無 駄 じ ゃ よ 。 サ リス の 血 を 引く 者 
は 、 一 人 と し て 逃し は せめ ぬ 」 

不 敵 に 言い 放っ た の は 、 暗 殺 魔 術 団 (ヴィ ー フ 
ォ ) の 神 団長 ザル ザ ・ ド レム で ある 。 

黒衣 の 外 計 に 身 を 包み 、 体 陽 に 似合わ ぬ 大 振 
り の 曲 刀 を 背負 っ て いる 。 

そし て 節 く れ だ っ た 指 が 、 ゆ る ゆる と サリ ス 
王 の 胸元 を 指し 示し て ゆく 。 

「 殺 れい っ . グ 」 

ザル ザ の 路 れ 声 が 冷酷 に 響き 渡る 。 

「 ベ ペル レス / 頼ん だ ぞ っ / グ 」 
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疾風 と と も に サリ ス 王 の 体 が 宙 を 舞っ た 。 

暗 聞 の 中 を 慌ただしい 足音 が 駆け 抜け て ゆく 

「 王 妃 さ ま 、 こ ちら で ご ざり ます / 足元 に お 
気 を つけ くだ され 」 

そう 叫び な が ら 道 を 先導 する の は アラ ハス ・ 
カリ ウン 、 王 室 付き の ルー ン ・ カ ル パ で ある 。 

彼 の 魔術 に よっ て 生み 出さ れ た 霊 火 が 行く 先 
を 明る く 照 ら す 。 

アラ ハス に 続く よう に し て 幼き 子供 が 、 そ し 
て 赤子 を 抱い た 女 が ……… 走る 。 

し ん が り を 務め る の は 近衛 師団 長 ベ ヘル レス で 
ある 。 

だ が 彼 の 手 に は 、 も は や 剣 は 無かっ た 。 


4 レ 4 う 6 レ 4 2 4 ヵ 4 レ 4 レ 4 ヵ 4 レ 4 レ く レ 4 レ 4 レ 
輝 9 居 G 9 居 G 9 科 居 e 9 科 居 G 9 科 居 6 9 科 腔 6 5 鐘 須 6 9 欠 凌 6 5 欠 凌 6 9 科 凌 G 9 冬 凌 G 9 補 辻 で 9 


や 2 こい の 


シ 
に 
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Main Charaeter (mde 


2 ン キ ヤラ ウン ツー カ イ トド 


司 場 の し か た は 、 さま ざま て ある 。 
また 、 性 格 も それ ぞ れ 違い 、 人 種 の 震 坦 で も ある 。 
宗教 、 信 仰 も お の お の 異な り 、 神 様 も ちい る 。 
人 人 類 だ け で な く 、 神 を も 含ん で 、 織 りな す ル ー ン ワー ス の 世界 。 
夢 が 現実 に 、 幻 も 事実 に な っ て いく 。 


人 … 主 人 公 殺 
@ ガ ラン 殺 
@ ベ ルレ ス 参 
@⑱ ミ リム ・ レ セア ン 参 
レシ ェ ル ・ カ ロス 久 
@ ア ル ・ ラ イヤ ー ド 久 
介 カナ ン ・ エ ド ワ ー・ サ イア 
氏 マ ノイ ・ ボ ー ン 参 
@ ス サ ノ バ ・ ロ ント リ ヌ ・ ダ ン ヨ ウゥ ウー ス 参 
鎧 オー ル マ ム ・ バ バッハ ハ 参 
人 @ エ リー ス ‥ 
る イア ティ ルス 欠 
る @ ガ カル ラス ー ン 殺 
@ ウィ ル ・ ボ ー 人 


⑨ 主 人 公 


人 @ 性 別 一 男 

信 年 齢 一 17 

念 今 回 の 物語 の 主人 公 。 

キャ ラク ター 設定 で 、 プ 
レイ ヤー の 好き な 名 前 ( 
姓名 ) を 付け る こと が で 
きま す 。 


⑦ ぐ ガラン 


念 性別 一 男 

人 年 齢 一 54 

人 @ 種 導 二 ノー ラン ツ 

るび ウェー デル 山林 に 根城 を 
持つ 山賊 (ディ トゥ ー ル 
の 乾 》 の 頭領 。 

信 主 人 公 の 父親 。 
《 デ ィ ト ウー ル の 了 乾 》 は 、 
民衆 を 苦し め る 悪い 貴族 


や 金持ち の 商人 な ど し か =< 華 


襲わ な い 義 賊 。 


5 


ペル レス 


0 
o 0 
K 志  。 Jp t@ 
性 中 し っ 
HH っ うつ や 
ユ 和 旭 二 うい で 
| 所 むむ 人 
恥 寺 ロ G 朱 公 
| | | へ 鶴 代 隊 
京 血 天下 扇 避 慰 
刊 叶 時 玉 菜 郊 如 
る の 9@9@9@ 


リ ム ・ ル セア ン 


や 
や 
2 


⑨ 


人 @ 冒 険 の 刺激 と 未来 の 伴 但 
を 求め て 旅 に 出 の 


性 別 一 女 
で 年 齢 一 16 


Te 
と っ ミン 
間 昌 昌 


和え 
ダラ 


ーー 


当 


⑨ ぐ レシ ェ ル ・ カ ロス 


念 性 別 一男 

念 年 齢 一 24 

念 捜 神 魔術 、 召 喚 魔 術 、 波 動 
魔術 を 使う 。 

念 暗殺 魔術 団 ( ヴ ィ ー フ ォ ) 
の 神 団長 。 

@ 黒 衣 を まとい 、 仮 面 で 素 
顔 を 隠し て いる 。 


⑨ ぐ アル ・ ラ イヤ ー ド 


信人 性 別 一 男 

信 年 齢 一 32 

人 @ 種 泊 一 サー バエ ル 

僅 ル ー ン ・ カ ル バ ( 上 級 導 
士 ) の 位階 を 持つ 。 

@ ミリ ム の お 目付 役 と し て 、 
共に 旅 を し て いる 。 

@ 人 類 の 愚か さ を 軽 蔵 し つ 
つも 、 そ の バイ タリ ティ 
ー に 関心 を 持っ て いる 。 

信人 類 と は 異な る 価値 観 や 
感覚 を 持っ て いる 。 


② カ ナン ・ エ ド ワ ー・ サ イア 


念 性 別 一 男 

念 年 齢 一 51 

人 @ 種 導 一 ハー リュ ウス 

人 @ 神 聖 サ イア 王国 を 治め る 
国王 。 文武 両道 の 賢 王 。 


⑨ マ ノイ ・ ポ ー ン 


念 性 別 一 男 

@ 年 齢 一 35 

人 @ 種 族 一 ル エ ラン 

⑱ カ ウミ ドル 洋 を 荒らし 回 
る 海賊 く (レガ ザ ノ の 頭領 。 


⑨⑦ ス サ ノ バ ・ ロ ント リ ヌ ・ ダ ン ヨ ウー ス 


信人 性 別 一 男 
信 年 齢 一 62 
代 種 用 二 ロ ー リ ュ ウ ス 

@⑱ ダ ン ヨ ウー ス 公 領 の 領主 、 公 処 。 

人 @ 無 類 の 食道 楽 で 、 毎 晩 宴 xx 
会 を 開い て 、 メ ル サ ー ド いっ 
大 陸 全 域 か ら 取 り 寄せ た 
山海 の 珍味 を 楽し ん で い 
る 。 

し ば し ば 身分 を 隠し て 、 
町 の 居酒屋 に 現われ 、 
いつ も の 宴会 
で は 味わえ な - 
We 
堪能 し て いる 。 


どこ 


〈⑦ ぐ オー ル マ ム ・ バ バッハ 


信 性 別 一 女 

人 で 年 齢 一 37 

念 種 攻 一 ラリ ネル 

る バハ マー ン 神 国 の 女王 。 
邪神 宗教 バハ マー ン の 美 
し き 巫 女 。 


⑨ エ リー ス 馬 


昌 W 
@ ユ フォ ー ン 湖 の 精霊 。 パ 


イア ティ ルス 


の ひ イ アニ ルー ン ワ ー ス の 主 ババ グ と 
神 。 ア と 


〈⑦ ぐ ガル ラス ー ン 


人 @ イ アテ ィ ル ス の 影 か ら 生 
まれ た 混 神 。 

@ び イア ティ ルス と 同等 の 力 
を 有する 。 


ウィ ル ・ ボ ポー 


信光 と 聞 の 争い を 調停 する 
た め に 生ま れ た 時 間 神 。 


セル トレ 地下 に 棲む 怪 島 ザ ンジ オ の 幼鳥 。 の 力 と いう の は 、 雷 撃 の 倍 の 威力 を 持つ と 言 
体長 |.3m、 体 重 250kg。 幼 島 だ か ら と いっ て われ て お り 、 も ろ に 食らっ た ら 黒 こげ に され 
傷 る こと は で き な い 。 なぜ な ら 成 長期 で ある て し まう か ら 恐 ろ し い モ ンス ター だ 。 

た め 成 長後 の 親鳥 以上 に 食料 を 著 え な けれ ば 身体 は 小柄 で 脚 は 速 そ うに 見 える が 、 そ の 

な ら な い 時 期 な の で ある 。 こ の リュ ー ム は 埋 体重 の せい か それ ほど で も な い 。 多少 の ダメ 

電 島 と も 言わ れ 、 食 料 は 雑食 で ある が 、 つ ね ー ジ な ら と 安心 し て いる と 一 撃 で や られ て し 

、 に 食料 を 求め て いな いと 発電 する 力 を 失っ て まう 時 が ある の で 、 心 し て 戦わ な いと 痛い 目 
し まう の で ある 。 攻撃 は 身体 か ら 得 意 の 電磁 に 会 う 。 セ ルト レ 地 下 モ ンス ター の 中 で 手 強 
波 を 発し て 体 当 た り を し て くる 。 こ の 電磁 波 い ヤ ツ の ひと つ で ある 。 


ペー ンー ーー ニー ニニ ュー ニニ ーー Esc ーー ーー ヤラ ョ ニー ラテ ーー ーー 


前 


\ N 
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NN る 哀れ な モン スタ ー で ある 。 
IN 1 


セル トレ 地下 に 生息 する 巨大 女王 蜂 の 衛 兵 
蜂 。 セ ルト レ 地 下 に 巣 を つく り 、 女 王 蜂 を 護 
衛 す る の が この ラウ ン ガ ル ロ の 役目 な の だ 。 

体長 2 m、 体 重 55kg。 実は この 巨大 蜂 と い 
う の は 、 ド ー ト スル フ が 創造 し た 見 せ か け の 
モン スタ ー で 、 蜂 族 ラ ウン ガル ロ を 自分 の 配 
下 に 置く た め の 工 で あっ た の だ 。 そう と も 知 
ら ず に ラウ ン ガ ル ロ は 女王 蜂 に 仕え て いる の 
で あ め ある た 。 

この モン スタ ー の エネ ルギー 源 は 、 普通 の 
蜂 と 同じ よう に 花 の ミツ や 樹液 な ど で あ る 。 
移動 時 は 大 き な 羽 根 を は ば た か せ 飛 行 す る 。 
その 羽根 の 起こ す 風 の 力 は 相当 な も の で 、 人 
間 な ど 簡 単に 吹き 飛ば され て し まう 。 攻撃 方 
法 は 貼 部 より 連射 され る 猛毒 鑑 で ある 。 要 注 
意 の 毒 針 攻撃 で ある が 、 針 が 尽き て し まう と 
この ラウ ン ガ ル ロ も 絶命 し て し まう 。 ドー ト 
スル フ に 操 ら れ て いる と も 知ら ず に 戦い 続け 


ンク 


ヾ ツ ガル ロ 


デニ テーー ーーーー- 一 
の コン | グ 
ニーー ク 


ーー 
ーーーー ーー ーー テン ーー 
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ウェ エーデル 山 に 棲む 岩石 モン スタ ー。 い ひつ 
も は た だ の 岩石 だ が 、 侵入 者 が 近づく と ヒト 
8 モン スタ ー ベ と 変身 し て 取 い か か っ て くる 。 
体長 (変身 後 )2.5m、 体 重 1.5 t 。 

実は に の ダイ オー ン 、 も と は 人 間 で あっ た 。 
過去 に ウェ ー デ ル 山 に 侵入 し た 者 が 悪し き 神 々 
の 魔力 に よっ て 転生 し た 姿 な の だ 。 そ の 面影 
と し て 頭 に は 顔 が ふた つ あ り 、 片 方 は その 者 


が 転生 し た 姿 の 現れ と も 言わ れ て いる 。 

この モン スタ ー は も と が 人 間 で あっ た だ け 
に 知力 は と て も 優れ て いる 。 人 間 で いた 頃 の 
記憶 は まっ た く 消 され て お り 、 人 間 を 憎む こ 
と だ け を 考え る よう に され て し まっ て いる 。 
鋼鉄 を も 砕く ほど の 鋭い パン チ 攻 撃 は 、 ス ピ 
ー ド が 速い の で 、 用 心して 戦わ な けれ ば な ら 
7 


ウェ ー デ ル 山 に 生息 する 巨大 吸血 カメ レ 
オン で ある 。 体長 2.3m、 体 重 93kg。 モ ン 
スタ ー の 中 で は 軽い 方 で ある 。 昔 は ウ / 有 
ェ ー デ ル 山 中 に 住む ふつ う の カ メレ / 引 卓上 
ォ ン で あっ た の だ が 、 あ る 日 ドー ト 』/ 川 
スル フ の 著 悪 な 魔力 に よっ て 吸血 AI 


っ た 。 それ か ら は 人 や 動物 を 獲物 に し 、 そ の SO - 
生き 血 を すす っ て 生き て いる 。 攻撃 方 法 は 特 < へ ペ ざ ーッ ルン 

有 の 複眼 を 使い 、 夜 で も 簡単 に 獲物 を 捜し 出 グ 

し 、 不 気味 な 長い 舌 で 生き 血 を 吸う 。 ま た 人 熊 7 も 


の よう な 鋭い ツメ で 相手 の 肉 を えぐ り 取 る 。 
まとも に この ツメ に や られ た ら 人 間 な ど ひ と 
た まり お い だ る う 。 / 

大 き な 特 徴 と し て は 、 保 護 色 で どん な 所 
に も 身 を 隠す こと が で きる 。 移動 スピ ー ド 
は そん な に 速く は な い が 、 ど こ か ら 毅 っ て く 
る か が 分 か ら な い の て で 油断 は 禁物 で ある 。 


( プン ウェ ー デ ル 山 麓 の 湖 に 棲む 半 魚 人 タイ プ の 
“ 生 モン スタ ー が ミス ケス ル で ある 。 体長 2.5m、 
N ラク 体重 105kg。 
NNN 用 グ 2 この ミス ケス ル は 古代 、 湖 に 生息 し て いた 
SNS ング 大 魚 が 進化 し 、 怪 物化 し た も の で ある 。 今 で 


は 陸上 で も その 姿 を 見 せる よう に な っ て きた 。 
全身 は 鋭利 な ウロ コ で 和 覆 わ れ て お り 、 水 か 
き や ヒ レ な ども 退化 せ ず 、 そ の まま 残っ て い 
る 。 こ の ミス ケス ル の エネ ルギー 源 は 、 動 物 
> や 人 間 の 肝 で ある 。 非常 に 貧 欲 で 、 獲 物 
NO が 見 つか ら な い 時 に は 、 共 食い すら し て 
し まう 。 

移動 方 法 は 人 間 と 同じ 二 足 歩行 で ある 
が 、 歩 行 ス ピー ド は あま り 速 く な い 。 
攻撃 は 重い 体重 を 利用 し て 、 体 当たり 


一 N を し て くる 。 相 手 を ジワ ジワ 追い 詰め 、 
ん 1 いき な り 襲 いか か っ て 肝 を 信 る 。 ま た 、 


で 身体 か ら に じみ 出る 体液 は 触 
ベー れ た だ け で か な り の ダメ ー ジ 

2 

だ ーー ョ で 、 落 ち 着 いて 対処 すれ ば さ 


ほど 怖く な い 敵 で ある 。 
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ンー 


タッ ガ は 地上 に 棲む 巨大 が カニ の モン スタ 
ー で ある 。 体 長 8 m、 体 重 115kg。 特 徴 の ある 長 
い 脚 を 器用 に 動か し 、 大 きく ジャ ンプ し 前 後に 
移動 する 。 こ の 脚 を 使っ た 素 速い 攻撃 は と て 
も 鋭く 、 厚 い 岩石 を も 打ち 砕く 破壊 力 が ある 
と 言う 。 も ちろ ん 殻 も 硬い た め 、 下 手 な 刃物 
な ど は 折れ る か は ね 返る だ け だ 。 動き の 速い 
モン スタ ー で 多く の 脚 を 巧妙 に 操る 。 その 動 
き の 速 さ の 秘密 は どう や ら 二 本 の 触角 に ある 
と 言わ れ て いる が 詳細 は 不明 。 


NN タッ ガ 


NN 
) 


ーー ニー 


日 中 は あま り 活 動 的 で は な く 〈 く 、 薄 暗い 繁 み 
に 隠れ な が ら 常 に 触角 を 展 動 させ 、 周 囲 の 獲 
物 を 捜し 続け て いる 。 その 企 欲 さ は 動物 だ け 
で な く 人 間 を も 好み 、 口 か ら 出す 泡 で 溶かし 
な が ら 喰 うた め 一 片 の 骨 す ら 残 さ な い 。 

その 様子 は 辺境 の 村人 た ち に 恐れ られ て い 
る が 、 タ ッ ガ の 肉 は 高級 な 食料 と な る た め 専 
用 の ハン ター も いる らし い 。 

と に か く 森 林 を 歩く 時 は 、 突 然 襲 っ て くる 
の で 十分 注意 が 必要 だ 。 


1 


シャ イル ヌー 〆 
ーーーーーー ン ジグ 


体長 | .2m、 体 重 53kg。 一 見 ジャ イル ヌー を 識 
別 す る の は 難し い 。 な ぜ な ら そ の 次 は 平凡 な 
植物 の それ で あり 、 し か も 特徴 を 生か す が 如 く 
うっ そう と し た 森林 に 生息 する の で ある 。 も 
と も と は 単なる 食 虫 植物 だ っ た も の が 、 ド ー 
トス ルフ の 魔力 の 影響 か 、 突 然 生 態 系 その も 
の が 破壊 され 狂っ て し まっ た の だ 。 

か つて 備え て いた 微弱 な 酸 も 今 で は 攻撃 用 
に 強力 に な り 、 ま と も に 浴び れ ば 命 も 危な い 。 
そし て 、 相 手 を 半 死 半生 に させ た 後 で 、 そ の 
不気味 に 伸び る 数 本 の つた を か ら め さ せ 直 接 
動脈 に 突き 刺す と 、 み る みる うち に 体内 の 血 
液 を 吸い 応 く し て し まう の だ 。 運 悪く 生き な 
が ら 血 を 吸わ れる 人 間 は 、 最 後に 薄れ て いく 
意識 の 中 で ジャ イル ヌー の 身体 の 色 が 葉緑素 
の 緑 か ら 血 液 の 赤 に 変わ っ て いく の を 見 る だ 
ろう 。 し か し 、 酸 に だ け 注 意 し て お け ば 、 動 
き の 遅 いこ の モン スタ ー を 倒 さい 
すこ と は 簡単 で ある 。 炎 が 有 うろ 
効 な 攻撃 の ひと つ で あろ う 。 
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ファ ー ン ブル は 死者 の 魂 を 清め 、 浄 化 さ せ 
る 善良 な 妖精 で あっ た 。 死者 と 共に 自ら も 逝 
き 、 そ の 魂 を 霊界 へ 案内 する の だ と 言わ れ て 
いた が 、 亡 者 を 数 多く 望む ドー トス ルフ の 手 
に よっ て 間 に 属 する 妖精 へ と 変え られ て し ま 
っ た の だ 。 救 われ ぬ 亡 者 の 魂 は 増え 、 悪 吉 に 
変わ る 。 そ し て ファ ー ン プル 自身 も 火の玉 と 
な り 、 人 間 に 体 当たり し て は 消 減 す る 悲し い 
運命 と な っ た 。 試 し に 一 匹 捕 まえ て みれ ば 分 
か る だ ろう 。 美しい 容 交 は 昔 の まま に 輝き 、 
少し は か な げに 見 える は ず 。 そし て 次 に 気付 


く の だ 。 か つて ファ ー ン プル の 生命 と 言わ れ 、 
妙薬 に も な っ た 宝珠 の 色 が 不思議 な 七色 か ら 
どす 黒い 聞 の 色 に 変わ っ て いる こと を 。 

と に か く こ の 妖精 に は 防御 を 基本 と する こ 
と を 勧め る 。 個々 の 破壊 力 は そう 強く な い の 
だ が 、 身 体 も 小さ くく 速い 動き で 朋 っ て くる た 
め 、 避 け に くく 、 か な り の 確率 で 当たっ て し 
まう の だ 。 し か も 、 そ の 追跡 は 執 協 な た め 始 
末 に 悪い 妖精 と 言え る だ ろう 。 体長 0.2 m、 体 
重 0.5kg。 


レル ッ ク は エリ ー ス レム 近辺 に し か 生息 し 
な い 珍 し い モ ンス ター で ある 。 体長 2.5m、 体 
重 300kg。 毛 に 覆 わ れ た その 次 は 表情 、 し ぐさ 
も 豊か で と て も 愛らしい が 、 そ れ は 遠目 で 見 
た 場合 に 限る 。 なぜなら この レル ッ ク は 屈 弥 
の 戦士 より ふた 周り 大 きく 、 そ し て その 強大 
な 力 は 行く 手 に 立ち ふさ が る 物 す べ て を 破壊 
し て 突き 進む の で ある 。 

肉食 で 時 に は 人 間 も 衣 う た め 、 容 姿 の 割 に 
は 人 々 に 工 れ られ て いる が 、 毛 皮 は 貴重 品 と 


ーー ロ 


な る た め 商 人 に よっ て ウェ ー デ ル 山 付近 の 寒 
い 地 方 に 取り 引き され る 。 剣 製 に な っ た り 、 
調教 され て 見 世 物 な る な ど 様 々 だ 。 し か し 、 
野性 の レル ッ ク は や は り モ ンス ター で あり 、 
その 体 当 た り を まとも に 喰う と 一 撃 で 死ん で 
し まう こと も ある 。 逆 に 攻撃 を し て も 感覚 が 
鈍い た めか 、 な か な か ダメ ー ジ を 与え られ な 
い の だ 。 何 より 持久 力 が あり 、 倒 さ な い 限り 
どこ まで も 攻撃 し て くる の で 、 こ いつ と 戦う 
時 は 体力 が 十分 必要 に な る 。 
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ジュ ル ロ は も と も と ドラ ゴン だ っ た らし い 。 うと 言わ れ て お り 、 白 い 眼 は その 魂 の 姿 を 見 
不思議 ひこ と に どん どん 退化 を 重ね て いる の る た め の も の だ と 言う 説 も も ある が 、 真 相 は 分 
で ある 。 今 で は 細 が 無く な り 、 知 能 も 低下 し 、 か ら な い 。 た だ 通常 の 視力 が 無い か わり に 路 
つい に は 地上 を 遣い ずり 回 る 卑しい モン スタ 覚 は 発達 し て お り 、200m 先 か ら で も 人 間 の 匂 
ー と な っ た 。 体長 3.8m、 体 重 210Kg。 い を 嘆 ぎ 分 けら れる 。 

眼球 は 不 特 定 に 散ら し ば っ て つい て いて 、 白 ジュ ル ロ の 身体 は 堅い ウロ コ で 和 覆 わ れ て お 
く 江 ん で いる 。 ま た ジュ ル ロ は 人 間 の 魂 を 喰 り 、 剣 を 貫く に は 多少 苦労 する か も し れ な い 。 
そし て 、 口 か ら は 一 度 に 三 つ の 炎 を 吐く 。 そ 
の 炎 は な ぜ か 温度 が 低く 、 一 度 ま と わり つく 
と 簡単 に は 消え な い 。 焼き 殺す と 言う より 、 
炎 で 窒息 死 さ する の で ある 。 普通 の 炎 で な い 

こと は 明らか で 、 退 化 と 共に ジュ ル ロ 
の 生態 の 謎 と な っ て いる 。 


/4 ギュ アラ ント . 〆 
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熱帯 地方 の うっ そう と し た ジャ ング ル に 生 


息 す る 植物 性 スラ イム で ある 。 体長 | .4m、 体 


重 70kg。 

あら ゆる 動物 を 喰い 、 そ の 養分 で 分 裂 し 増 
殖 を する 。 共 食い な ん て 日 常 茶飯 事 と 言う 、 
モン スタ ー の 中 で も 群 を 抜く 貸 欲 さだ 。 見 た 


一 言 に 尽き る 。 獲物 を 見 つけ る と 無数 の 触手 
を 一 斉 に 伸ばし 覆い 尽く し て し まい 、 そ し て 
ゆっ くり と 触手 を 縮め 中 央 の 口 に 運ぶ 。 ギュ 
アラ ント 自体 の 形 が は っ きり し て お ら ず 、 あ 
る 程度 伸縮 自在 な の で 、 い か に 獲物 が 大 きく 
と も それ に 合せ て 口 を 広げ 取り 込め て し まえ 


目 も 毒々 し く 、 派 手 な 色 と 無 数 に 伸び た 触手 る の だ 。 
が 吐き 気 を 誘う 。 そ の 触手 が 藤 の よう に う ね 撃退 法 と し て は 、 剣 を 使う の な ら ば 突き 刺 
り 、 脚 と な っ て 歩行 する 。 眼 は 無く 、 仲 間 の す の で は な く 、 細 か く 切 り 刻 むか 、 炎 が あれ 


区 別 も つか ぬ ほ と 低 能 で あり 、 性 格 は 凶暴 の 


ば 焼き 払っ て し まう の が 良い だ ろう 。 
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魚の よう な 形 を し 、 宙 を 舞う モン スタ ー で 
ある 。 体 長 |.8m、 体 重 100K9。 

5 の ダミ テス は ほ は 、 リ ララ ァ ニ ニア で は 良 と ん と 
絶 減 し て し まっ た 生物 と され て いた が 、 ド ー 
トス ルフ が 新た に 陸上 生活 が で き 、 攻 撃 力 ま 、 
で 加え た モン スタ ー に 創り あげ た 。 

以前 は 水中 に 棲み 、 ま っ た く 人 間 に 危 害 を 
吉 え る こと ば は ない 、 お と な し い 急 で あっ た 。 
また 知能 が 異常 に 発達 し て いて 、 人 間 や 動物 
た ち を 助け た り し て いた 事実 も あっ た 。 

だ が モン スタ ー 化 し て か ら は 意志 と いう も 
の は 全く 持た ず 、 た だ ドー トス ルフ の 意 の ま 
ま に 動 を よう に な っ て し まっ うた 。 


ゆっ くり と 空中 を 移動 し 、 体 内 の 濃 硫 酸 を  / 計 
口 か ら 泡 の よう に 吐い て 攻撃 する 。 レノ 
ーー 
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食 人 花 モ ンス ター・ フ ァ イ マ ー ル 。 コ ント し まつ た だ の だ 。 
ラバ ル タ ワ ー 7 階 に 棲む 凶悪 な 食 人 花 で ある 。 な ぜ こ の 花 の 樹液 が 不老 不死 を も た ら す か 


還 体長 |. 2 メー トル 、 体 重 105kg。 と 言う と 、 実 は その エキ ス は 人 間 の 魂 と 血液 
ず ファ イマ ー ル の 樹液 は 不老 不死 の 妙薬 と な か ら で き て いる か ら で あ る 。 
る こと が 広く 知ら れ て いる 。 こ の 人 花 の 樹液 を また 、 フ ァ イ マ ー ル の 放つ 花粉 は 毒素 の 塊 


求め て 、 コ ント ラバ ル タ ワ ー を 訪れ た 人 は 数 な の で 、 人 が 近づく こと は 非常 に 困難 な の だ 。 
え 切 れ な い が 、 未 だ に ひと り し か 持ち 帰っ た で きれ ば この モン スタ ー と の 戦い は 避け た ほ 
者 は いな いと 言う 。 人 他 の 者 は みん な 、 タ ワー う が 良 い だ ろ う 。 

に 棲息 する 邪悪 な モンス ター た ち に 喰わ れ て 
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白骨 化し た ヴェ イボ ウ の 上 半身 の 二 体 を 、 
悪し き 神 々 が 合体 させ 、 強 力 な 攻撃 力 を 持た 
せ た モ ンス ター が ゲル ク ・ ゴ ー ト で ある 。 体 
長 2.9m、 体 重 190kg。 

この モン スタ ー は か な り 巨 大 で 、 ヴ ェ イ ボ 
ウ よ り 格 段 に 大 きい 。 背 中 の 羽根 で 素 速く 移 
動 し 、 二 本 の 鋭い 刃 で 攻撃 する か な り 手 強い 
敵 だ 。 ゲ ルク ・ ゴ ー ト に ダメ ー ジ を 少し で も 
与え る の は 至難 の 技 で あろ う 。 

ヴェ イボ ウ と 違っ て 体内 に 毒性 の 体液 は 持 
た な い 。 だ が 、 人 間 の 脳みそ を 好み 、 そ れ を 
エネ ルギー 源 と し て いる 所 は 同じ で ある 。 

コン トラ バル タワ ー に や っ て きた 戦士 た ち 
は 、 ゲ ルク ・ ゴ ー ト に 会 う 前 に ほとん ど 条 さ 
れ て し まう の で 、 い つも エサ に 錠 え て いる の 
だ 。 別 名 死霊 の 戦士 と 呼ば れる 。 
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イグ アナ が 巨大 化し た よう な モン スタ ー が 
ラウ ン オ ンス だ 。 体長 |.2m、 体 重 90kg。 

実は この ラウ ン オ ンス は 、 ル ー ン ワー ス に 
は 存在 し て いな か っ た 生き 物 で ある 。 あ る 時 、 
邪神 ドー トス ルフ が 別 次 元 か ら 連 れ て きた の 
で ある 。 も と も と か な り 暴 れ 者 で あっ た 上 に 、 
ドー トス ルフ に よっ て さら に 凶暴 な モン スタ 
ー に 改造 され 、 コ ント ラバ ル タ ワ ー に 放り 込 
まれ た 。 

見 か け は 他 の モン スタ ー と 比べ て 、 そ れ ほ 
ど 強 そう に は 見 えな い が 、 口 か ら の 汚物 攻撃 
に は 注意 し た 方 が 良い 。 油断 し て いる と 身体 
が 打 痺 し 、 ド ロ ド ロ に 溶かさ れ て し まう 。 そ 
し て どん な 攻撃 に も 強い の で 、 こ の ラウ ン オ 
ンス を 撃退 する こと 
は 容易 で は な い 。 


サイ の よう な 姿 を し た 人 型 の モン スタ ー が 
バル ス ド ウ で ある 。 体長 2 m、 体重 155kg。 
厚い 甲 維 の よう な 皮膚 は 、 外 敵 か ら の 攻撃 
を 一 切 借 断 する 。 

鼻先 に は 一 角 獣 の よう な 巨大 な 角 が 生え て 
いる 。 この 角 は 信じ られ な い ほ どの 強度 が あ 
り 、 ど ん な 物 で も 貫き 通す こと が で きる と 言 
われ て いる 。 唯一 この 角 に 勝る 硬 さ を 持つ も 
の は 、 聖なる 剣 だ け で ある 。 


角 の 鋭い 攻撃 に 加え て 、 両 手 か ら は 鎖 の つ 
いた 重い 鋼鉄 球 を 飛ば し て くる 。 バ ルス ドウ 
は その 鋼鉄 球 を 自在 に 操り 、 相 手 の 急 所 を 確 


実に 狙っ て くる 実に いや な モン スタ ー で ある 。 


移動 も か な り 素 速い の で 、 コ ント ラバ ル タ 
ワー の 強力 な か モンスター た ちの 中 で も 、 最 も 
手強い 部 類 に 入る 。 接 近 し て 懐 ろ に 飛び 込ん 
で 戦う こと が で きれ ば 倒す の も 可能 で あろ う 
が 、 それは 至難 の 技 で ある 。 
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' 角 に 人 間 の 肢体 を つけ た よう な 姿 を し た モ 
ンス ター が メイ ザー で ある 。 体長 2.6 m、 体 重 
170kg。 
鈍く 光る 皮膚 に 鋭い 歯 。 そ し て 長い 胴 か ら 
伸び る 酸 悪 な 二 本 の 肢 。 い に し え に 邪 神 の 交 
り を 買っ た 下僕 た ち が 、 こ の よう な 気味 の 悪 
い 次 に 変え られ て し まっ た の で ある 。 
性 格 は 残酷 極 ま り な く 、 強 軌 な 顎 で どん な 
も の で も 噛み 砕い て し まう 。 江 ん だ 眼 に は 視 
力 は ほとん ど と 無い が 、 聴 覚 が 発達 し て いる の 
2 の 
し いる よう だ 、。 移動 ス ビ ー ド は ルー ン リ ワー 
ス の モン スタ ー の 中 で も 最高 の 部 類 に 入る 。 
5 し か も 、 音 も な く 忍 び 寄 っ て くる の で 注意 が 
1 必要 で ある 。 
メイ ザー の 背びれ は 、 そ の 異常 な 生命 力 の 
強 さ か ら 若 返り の 妙 楽 と し て 珍重 され 、 金 と 


同じ 値 で 取り 引き され る 。 
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カニ の よう な 銃 と 甲 維 を 持つ 二 本 足 の モン 
スタ ー で ある 。 体長 |.9m、 体 重 150kg。 

ナム ン オ ルク は 成獣 に な る まで 他 の モン ス 

ター の 体内 で 育つ 。 生 殖 期 に な る と 手 あ た り 

次 第 に 寄生 する 相手 を 捜し 、 こ っ そり 卵 を 植 

えつ ける 。 と き に は 仲間 同士 、 と き に は 死骸 

の 中 に さえ 産み つけ た りす る 。 そ し て 、 宿 主 
ン ン 
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ら さ れ 、 そ の ほとん ど が 死に 至る と 言わ れ 
で いる 。 

強力 な 大 型 の 銃 に は 注意 を 要する 。 その 鋭 
い 銃 は 捕まえ た 物 す べ て を 簡単 に 断ち 切っ て 
し まう 。 移動 も 素 速く 、 硬 い キ チン 質 の 甲 維 
は どん な 剣 も は ね 返す の で 有効 な 攻撃 手段 が 
無い 。 関 節 部 分 を 集中 的 に 狙う か 、 相 当 強 力 
な 魔法 を 使う 以外 に ダメ ー ジ を 与え る こと は 
で き な い だ ろう 。 本当 に 騙 点 の 少な が ない モン ス 


ーッ / 


ーー ニテ ラーン イア へ 


ンー- Pr 


グ の 


シー デー 


ジム ロ ・ ソ ー / 


3 へ ャ ーー ンー ニー ニー ニー っ 
ト アー ンジ ンー = ーー ーー ーー ツー ーーー ン ーー プラ ンーー 
\ 


全身 が 毛 で 覆 わ れ て お り 、 ネ ズミ と 狼 を 合 


体 さ せ た よ うな モン スタ ー で ある 。 体 長 2.5m、 


体重 97kg。 

リフ ァ ニ ア の 洞窟 で 古く か ら 伝 わる 小 人 族 
の 一 種 で あり 夜行 性 に 富み 、 目 は 猫 の |.5 倍 の 
視力 を 持つ 。 た だ し 光 に は 弱く 外 へ 出る こと 
は 不可 能 と され て いる 。 手 に 鋭く 長い 爪 が 生 
えて お り 、 そ の 爪 に は 猛毒 が 流れ て いる た め 
ゆか の が れ で も し た だ た らち ら イチコ 日 だ 。 ご の モ シ 
スタ ー は も と 小 人 族 だ っ た が 、 ド ー ト スル フ 


の 魔力 に よっ て 巨大 化 さ れ 下 僕 と し て 使わ れ 
て お り 、 足 が 結構 速い の で 逃げ 回 る の も 大 変 
で ある 。 ジ ムロ ・ ゾ ー は 、 実 際 二 本 足 で 歩く 
と ころ が 人 に 似 で いる だ け で 、 他 人 は いた っ で て 
動物 的 。 だ が 、 あ る 賢者 に よれ ば この 小 人 族 
は 将来 進化 の 可能 性 が ある と の こと で 、 捕 獲 
され 研究 の 対象 と も な っ て いる らし い 。 攻撃 
は 素 速く 、 腕 力 と 爪 の 猛毒 に 要 注 意 し て か か 
ら な いと 清 い 目 に 会 う の だ 。 


べべ ラウ ト ・ ネ ンク リル い 
ーーーーー ーー ン ン ーー ーー ニー テン ンー へ 【 
巨大 か エス カル ゴ の モン スタ ー が 、 こ の ラ 
ウト ・ ネ ンク リル で ある 。 体 長 3.6m、 体 重 312kg。 
身体 自体 は と て も 柔らか い の だ が 、 そ の 分 
殻 が 厚く て 硬く 、 生 命 力 の 強 さ は 他 の モン ス 
ター の 比 で は な い 。 口 に 数 本 の 細か い 触 角 が 
うい て お り 、 そ こ か ら は 吉 に 列 力 な が 酸 が し た 
た り 落 ち て いる 。 肉食 の ラウ ト ・ ネ ンク リル 
は 、 そ の 酸 で 獲物 の 肉 を 溶かし て 作り 喰う の 
の 
動作 は た いし て 敏 捧 で な い が 、 い つも 群れ 
を な し て いる た め 、 油 断 し て いる と あっ と い 
う 間 に 取り 囲ま れ て し まう 。 そ うな る と も う 
手 後 れ に な っ て し まう の で 、 細 心 の 注意 を も 0 
っ て 戦い に 臨み た い 。 
ラウド マ デジ ク グ リル は 一 見 し だ る ころ それ 
ほど 凶悪 な モン スタ ー に は 見 えな い が 、 実 は 
非常 に 残 巡 な 性 格 を 持つ 。 そ し て どん な 強力 
な 攻撃 に も 耐え 、 魔 法 す ら 効 か な い の で 未だ 


に 倒す 方 法 は 見 つか っ て いな い 。 


の 


と デュ ー 
に ーーー テ ーー ーー ーー デー 一 meーー ュ ーー ニーー テ ニニ ーーー ン ョ 


ー マ イ ント ア 


アー マイ ント は 温暖 な 地方 な ら ど こ に で も 
見 られ る 分 布 域 の 最も 広い 植物 で ある 。 体長 
2.2m、 体 重 102kg。 感 応 能力 が あり 感情 を 穏 
や か に する な どの 作用 が あっ た の で 、 街路 樹 
に 観葉 植物 に と 数 多く の 人 々 に 親しま れ て い 
た 。 そ こ に 目 を 付け た ドー トス ルフ は 自ら の 
魔力 に よっ て アー マイ ント を 以前 の 面影 すら 
残さ ぬ ほ ど と 凶悪 な モン スタ ー に 変え る こと に 
し た の だ 。 体長 も 巨大 に な り 生 態 の 仕組 み も 
全く 異質 に され た た め 、 敏 感 な アー マイ ント 


は その 変化 途中 で 半数 は 死 減 し た 。 

アー マイ ント は その 感応 能力 で 人 間 を 錯乱 
させ 、 そ の 隙 に 上 体 を 切り 離し て 毅 っ て くる 。 
そこ に 大 き な 口 と 数 本 の 触手 が 付い て お り 、 
一 度 喰い つい た ら 決 し て 放さ な い の だ 。 ま た 、 
アー マイ ント の 放出 する 感応 波 は 悪意 に 満ち 
て お り 、 そ れ に 呑み 込ま れる と 発狂 さえ する 
の で 、 戦 う 時 は 自分 の 精神 を し っ か り と 保 た 
ね ば な ら な い 。 


( 


まさ に イモ ムシ の モン スタ ー で ある 。 体長 


2 m、 体 重 97kg。 オ ー パ ・ ロ ー パ は この 次 で 
すでに 成虫 で あり 、 これ 以 上 変化 する こと は 
な い が 、 そ の 生殖 方 法 は 不気味 で 恐ろし い 。 

まず 人 間 を 宿主 と し て 選び そこ に 卵 を 生み つ 
ける の だ が 、 そ の 数 は ひと つの 宿主 に 対し 数 
万 個 。 宿主 は 生き た まま 商 に くる まれ 、 わ ず 
か 十 日 間 で 剛 化 する 幼虫 た ちの 最初 の エサ と 
な る の だ 。 オー パ ・ ロ ー パ は 毒 の 塊 と 言っ て 


も 過言 で な く 、 素 手 で 触れ よう も の な ら そ こ 
か ら 毒 が 入っ て た ち ま ち 溶 け 落 ち 、 ま た し っ 
ぽ に 付い て いる 触角 か ら 放 出し て いる 毒素 を 
まとも に 吸い 込め ば 肺 が 座 り 果 て て し まう 。 
活動 する の は 主 に 夜間 で 、 音 も な く 妨 び 寄 っ 
て くる た め 特 に 注意 が 必要 だ 。 そ し て 、 オ ー 
パ ・ ロ ー パ を 攻撃 する 時 は 体液 も すべ て 猛毒 
と 言う こと を 頭 に 置い て お こう 。 誤っ て 浴び 
れ ば 共倒れ に な りか ね な い の だ 。 


へ N、 オーツ %* 回 バハ 
mo テー ーー ーー ニニン ン こい 【 


ーー elsediansyrs 時 アー 


ヒュ オー は 巨大 な 星 の モン スタ ー で ある 。 
体長 |.5m、 体重 65kg。 や は り ド ー ト スル フ の 
魔力 を 受け て 全く 別 の 生物 と な り 果 て て し ま 
7 ミ 。 

この モン スタ ー は 、 人 間 の 体 に 巻き 付く と 
その 動き を 封じ て し まい 、 鋭 い 牙 を 向け て 喉 
に 喰い つく 。 そ うな っ た ら 後 は どう あがい て 
も 無駄 で 、 そ の まま 体 中 の 血 を 抜か れ て いく 
の だ 。 ヒュ オ ー は 視覚 の 無い 分 、 史 覚 が 発達 
し て お り 、 か な り 遠 く か ら で も 獲物 を 感知 す 
る こと が で きる 。 また 異常 な まで に 再生 能力 
が あり 、 剣 で 切り 離し て も すぐ に 新しい 身体 
が 生え て 来る の だ 。 災 を 使 お うに も 効き 目 が 
な く 、 焼 か れる そば か ら 再 生 す る 。 頭 を 完全 
に 潰し て し まえ ば 、 か な り の 間 仮 死 状 態 に な 
っ て いる が 、 ま た し ば らく し て 再生 し 始め る 
と いう 恐ろし い 生 命 力 を 持つ の だ 。 その た め 、 
ヒュ オー の どこ に ダメ ー ジ を 与え れ ば 殺す こ 
と が で きる の か まだ 解っ て いな い 。 


この カン トリ ム は 三 葉 虫 の モン スタ ー で あ 
る 。 体長 2.2m、 体 重 105kg。 これ は 、 か な り 
大 型 の モン スタ ー と 言え る 。 その 甲 維 は 特殊 
な 金属 物質 で ある た め と て も 堅い 。 こ の 人 金属 
は カン トリ ム か らし か 採取 で き な い た め 大 変 
な 貴重 品 で あり 、 宝 石 と 同様 の 価値 で 取り 引 
き さ れ て いる 。 そ の た め ハ ンタ ー は 数 多く 存 
在 し 、 み な 生命 の 危険 を 冒し て まで 捕獲 する 
の だ 


カン トリ ム 


ウー ンー デー 


カン トリ ム の 身体 は 非常 に 高圧 の 電流 を 帯 
びている 。 そ の 高圧 電流 の 流れ た ハサミ も 鐘 
いた め 、 攻 撃 は 剣 よ り も 魔法 攻撃 が 良い だ ろ 
う 。 た だ し この モン スタ ー は 生来 お と な し く 、 
ハン ター な どの 外敵 か ら 身 体 を 守る か 、 よ ほぼ ほ 
ど 気 が た っ て いな い 限 り 自 ら 攻 撃 を し か ける 
ご と は ば ない 。 もち し 上 田 会 っ て し まっ た ら 、 気 づ 
か れ な いう ち に 回 避 す る か 、 距 離 を お いて 魔 
法 攻撃 する の が 得策 だ ろう 。 


ーー ニー デ ン ン ンー ニー ンジ ンーec へ 、 


トーーー ン ーー ルン ccs 


ーー 


ーーーー ジジ 


/ 
7 デュ 
\ 


ペー ーー ニー ニニ ニニ ーー 


ーーー ニー ニー 
ド マ ウ ンク ル  / 


ーー ーー ーー ンー テン ーー 


と て も 醒 い カエ ル の モン スタ ー で ある 。 体 
長 0.8m、 体 重 62kg。 こ の よう に 、 ふ だ ん は た 
いし た 天 き さき で な か ない ド マ ウ シク ル だ が 、 い ざ 
攻撃 を 始め る と 体長 は その 4 倍 に 膨れ 上 が る 
の だ 。 ひ と つ は 相手 を 威 忠 す る た め 、 そ し て 
も う ひ と つ は 、 思 い 切 り 吸 い 込 ん だ 空気 圧 の 
力 を 利用 し て 酸 の 汚物 を 飛ば げす ため だ 。 

混 地 を 好む た め 行 動 範 囲 は 狭い の だ が 、 テ 
リト リー に 侵入 する 人 間 に 対 し て は 外 獲 に 攻 
撃 す る 。 な ぜ な ら ド マウ ンク ル は 邪神 の 転生 


し た 凄 で ある と 言わ れ 、 見 か け に よら ず 知 能 
は 高い の だ 。 性 格 は 残忍 極 ま り な く 、 人 間 を 
条 す こと を 至上 の 喜び と し 、 自 ら の 酸 で 形 を 
無く し た 人 間 の 血 肉 を 喰う 。 こ の モン スタ ー 
を 倒す に は 、 ド マウ ンク ル が 空気 を 吸い 込ん 


だ 一 瞬 の タイ ミン グ を 見 逃さ ず に 、 大 きく 張 
っ た 腹 を 剣 で 刺し 貫 く こと だ 。 そのため に は 、 
非常 に 危険 だ が 接近 戦 に 持ち 込ま ね ば な ら な 
じい だ る ろう 。 


EZIv の 


ーー 


か つて 戦士 で あっ た 者 の 魂 を 、 
その 朽ち 果て た 身体 に 蘇ら せ た モ 
ンス ター が この ヴェ イボ ポ ボウ で ある 。 
体長 2.5m、 体 重 110kg。 も ちろ ん 
ドー トス ルフ の 魔力 に よっ て 、 死 
体 は 巨大 化 さ れ て いる 。 克 り 切 っ 
て 異臭 を 放つ 身体 は 肉 も 骨格 も い 
び つ に 曲がっ て お り 、 今 に も 崩れ 
落ち そう な の だ 。 ま た その 了 肉 は 毒 
液 を 含ん で お り 、 ヴ ェ イ ボウ の 攻 
撃 で 素肌 に 触れ よう も の な ら 同 じ 
まま の 人 思 全 っ ら で い る て し まう すう 。 た だ た だ 
人 間 を 毅 う こと の み を ドー トス ル 


フ に 命じ られ 、 そ の 意図 に 
従う こと を 自ら の 意志 と し / て い 
る の だ 。 そし て 、 し だ い に 莉 往 り 
溶け 落ち て ゆく 肉体 を 維持 する 
た め 、 人間 た ちの 新鮮 な 身体 を そ 
の まま 己 の 中 に 取り 込ん で し まう 。 
も と も と 死者 で ある この モン ス 
ター を 倒す の は 難し く 、 剣 で 切り 
つけ て も その 肢体 は すぐ に 複合 
て 、 再 び 菊 っ て くる 始末 だ 。 こ の 
ヴェ イボ ウ を 確実 に 抹殺 する に は 
か な り 強 力 な 魔法 が 必要 に な る だ 
2 プ 。 


@ リム サ ー 

一 般 的 な 剣 。 

攻撃 力 =25 

直接 攻撃 射程 = 2 、 間 接 攻 撃 射程 = 0 。 


ーー ーー ーー … 


本 防具 ( き 9、 


ee 
ーw. so 


@ ニ ー ル ・ カ マン 

軟体 動物 ニー ル の 外皮 を 加工 し て 造ら れ て い 
る 。 ニール の 外皮 は 薄く 、 熱 する と 透明 に な 
っ て さま ざま な 形 に 加工 で きる 。 ニ ー ル ・ カ 
マン は 、 通 常 は 肌 の 上 に 直接 装備 する 防具 で 
ある 。 防御 カカ =30。 


倫 ニッ グ ・ カ マン 

甲殻 動物 ニッ グ の 外 殻 を 加工 し て 造ら れ て い 
る 。 凶暴 な 性 質 の ニッ グ は 捕獲 が 難し く 、 そ 
の 外 殻 で 造ら れる ニッ グ ・ カ マン は 高価 で あ 
る 。 ニ ッ グ ・ カ マン は 、 衣 服 の 下 に 装備 する 
場合 が 多い 。 防御 カ =50。 


⑱@ ワ ンス ・ カ マン 

ニッ グ ・ カ マン を 、 捕 食 植物 ワン ス か ら 抽 出 
され る 消化 液 に 5 年間 浸し 、 柔 軟 性 を 持た せ 
た も の 。 ニ ッ グ ・ カ マン より 軽く 、 動 き や す 
い 。 乾燥 し た ワン ス の 消化 液 に よっ て 、 さ ら 
に 硬質 化 さ れ て いる 。 防御 カ =80。 


鎧 ルーン ・ カ マン 


ルー ン ・ カ ル パ ( 上 級 導 士 ) の 防御 の 呪文 が 加 
えら れ た 消 衣 。 抗 呪 (呪文 防御 ) 能 力も 有する 。 
通常 は 衣服 の 裏地 と し て 使用 する 。 防御 力 = 
120。 


@⑯ オ ー ド リオ ・ ラ ダン 
女神 カン カー ル の 髪 を 編み 込ん だ と 言わ れる 
外 論 。 抗 呪 能 力も 極め て 優れ て いる 。 防 御 カ = 
200。 


ベル 7 ッ プ ・ 7 が 3 


(売買 不可 能 ) 


欠 ラ オニ ッ ク 

力 の 神 フ ェ ム リュ ー の 毛髪 を 埋め 込ん だ 下 垢 。 
この 現 斑 を 太陽 に か ざす と 、 身 体 中 に 力 が 満 
ち 溢 れる 。 


@⑱@ ミ ・ セ イル 

神々 の エネ ルギー「 セ イル 」 の 力 を オリ ハル コ 
ン の 珠 に 封 E し た も の 。 こ の 珠 を 割っ た 者 は 、 
セイ ル の 力 で 新た な 魔力 を 得る 。 


⑱@ カ イン の 聖 刻 


伝説 の 剣 聖 カイ ン に よっ て 授け られ る 聖戦 士 
の FEH。 


の ナイ ヤル の 石板 
大 導 士 ナイ ヤル が 魔術 奥義 に つい て 記し た 石 
板 。 


@ げ ザン ・ リ クシ ュ 
5 20Cz( セ ルツ )。 チ ェ リ ナム 島原 産 の リク 


シュ と 呼ば れる 大 木 か ら 採 れる 樹液 を 精製 し 
小瓶 に 詰め た も の 。 飲む と 体力 が 回 復 す る 。 


の ラニ ュー ル 

』 5 Cz。 熱砂 の 国 オ イロ ニー 王国 の マイ ラー カ 
の 泉 の み に 群 生 す る ラニ ュー ル と 呼ば れる 植 
物 の エキ ス を 精製 し た も の 。 ほ と ん どの 毒 は 
これ で 解毒 する こと が で きる 。 


W プ ロ ド ゥ イン 


2 Cz。 南 メ ル サ ー ド 大 陸 に 棲息 する プロ ド ワ 
と 呼ば れる 小動物 の 肝臓 か ら 採れ る 楽 。 二 日 
酔い や 酔い さま し に よく 効く 。 


@ カ ンカ ー ル の 守 


10Cz。 ウェ ー デ ル 山 脈 の 奥地 に ある 不 凍 滝 の 
水 。 精神 安定 剤 と し て 広く 使わ れ て いる 。 


ーー で 


- を の 他 の 7 イ テム 


( 買 可 能 


@ カ ル ハ ニム ス の 鍵 


30Cz。 盗人 の 守護 神 カ ル ハ ニム ス の 名 前 を 冠 
せら れ た 鍵 。 見 か け は 単なる 一 本 の 針 だ が 、 
どん な 錠 で も 開け て し まう 。 


倫 フ ェ ム リュ ー の 笛 


50Cz。 狂 戦 士 フ ェ ム リュ ー を 呼び 出し て 武器 
に 后 依 (の りう つる ) さ せる 笛 。 次 の 攻撃 で そ 
の 力 は 解放 され る 。 


き の オ リハ ルコ ン の 指輪 


200Cz。 オ リハ ルコ ン ( 宝 石 ) を 複雑 な 形状 に カ 
ッ ト し た 指輪 。 大 地 の 気 を 体内 に 集め て くれ 
の io 


@ び ホー キン 具 


20Cz。 ド ネル ー フ 湾 沿 彰 で 採れ る 二枚貝 。 水 
に 浸す と ふた つ に 割っ た 貝 同士 が 呼び あっ て 、 
朋 間 移動 を 行う 。 


ン と 


まり ASS 


か / 


スイ レン の 鈴 し の 
100Cz。 ス イレ ン を 型 取っ た 鈴 。 鈴 を 鳴ら し て NG 


周辺 に ある も の を 知る こと が で きる 。 


⑧@ ウ ィ ル ・ ポ ー の 砂時計 
10Cz。 時 間 神 ウィ ル ・ ポ ボー の 力 に よっ て 、 昼 
夜 を 逆転 させ る こと が で きる 。 
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